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幅温やけど　・

身近な暖房響葛

　
低
温
や
け
ど
と
い
う
こ
と
ば
を

耳
に
し
た
こ
と
が
お
あ
り
で
し
よ

う
か
。
た
と
え
ば
ゆ
た
ん
ぽ
に
足

が
ふ
れ
て
や
け
ど
を
し
た
、
な
ど

が
そ
の
例
で
す
．

　
ゆ
た
ん
ぽ
は
、
ご
く
日
常
的
に

使
わ
れ
て
い
る
採
暖
具
で
す
が
、

使
い
方
次
第
で
は
思
わ
ぬ
事
故
に

つ
な
が
り
ま
す
．

　
低
温
や
け
ど
は
、
体
温
よ
り
高

い
四
十
四
度
で
も
同
じ
個
所
に
長

時
間
ふ
れ
て
い
る
と
起
こ
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
普
通
の
や
け
ど
は
瞬

間
的
で
す
が
、
低
温
や
け
ど
で
は

接
触
し
て
い
る
時
間
が
必
要
で
、

9コ足配線はコードやテーブルタッブに無理

な電気が流れ、事故のもとになります。コンセ

ントをふやして電気を安全に使いましょう。

　　　　　　　　　　財東北電気保安協会
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●
●
o

■
●
●
　
o

■

曳
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「ゆたんぼ」は包んで離して使いましよう

へ．
δ
σ

接
し
て
い
る
部
分
の
熱
が
そ
の
個

所
に
蓄
積
さ
れ
て
皮
膚
を
破
壊
し

て
し
ま
う
の
で
す
。

　
ま
た
、
低
温
や
け
ど
で
は
皮
膚

の
深
部
の
組
織
ま
で
破
壊
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
か
ら
症
状
は
重
く
、

治
療
も
長
び
き
ま
す
。

　
低
温
や
け
ど
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
は
、
赤
ち
ゃ
ん
や

お
年
寄
り
な
ど
皮
膚
感
覚
の
弱
い

人
、
身
体
障
害
で
体
を
自
分
で
自

由
に
動
か
せ
な
い
人
。
こ
う
し
た

人
々
に
は
周
囲
で
気
を
つ
け
て
あ

げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
酔

っ
て
い
た
り
、
極
度
の
疲
労
な
ど

で
前
後
不
覚
に
眠
っ
て
し
ま
い
そ

う
な
と
き
も
要
注
意
で
す
。

　
　
　
　
　
　
1

く
ら
一
一

　
　
　
　
　
　
し
．
．

黛
の

タコ足配線はキケンです

o

旦

“
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もδ《
o
．
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圓
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～
／

　
低
温
や
け
ど
を
し
そ
う
な
器
具

は
ご
く
身
近
に
あ
る
品
に
、
た
と

え
ば
電
気
ア
ン
カ
・
カ
イ
ロ
・
電

気
座
ぶ
と
ん
・
電
気
暖
房
便
座
・

電
気
敷
毛
布
や
電
気
力
1
ペ
ッ
ト

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
電
気
敷
毛
布

は
就
寝
時
に
ス
イ
ッ
チ
を
「
適
」

以
下
に
す
る
か
「
切
」
に
す
る
と

安
心
で
す
．

　
と
り
わ
け
被
害
の
多
い
、
ゆ
た

ん
ぽ
で
の
低
温
や
け
ど
を
防
ぐ
に

は
、
布
で
ゆ
た
ん
ぽ
を
し
っ
か
り

と
包
み
、
し
か
も
足
に
直
接
ふ
れ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　
ふ
と
ん
を
暖
め
て
寝
つ
き
や
す

く
す
る
た
め
に
使
う
な
ら
、
お
子

さ
ん
な
ど
が
寝
入
っ
た
ら
取
り
だ

し
て
し
ま
う
の
も
、
や
け
ど
を
防

ぐ
ち
え
で
す
．

　
低
温
や
け
ど
は
直
り
に
く
い
や

け
ど
で
す
。
事
故
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
正
し
く
使
い
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
（
製
品
安
全
協
会
）

こ
よ
み

■
2
月
の
で
き
こ
と

1
日
　
議
会
総
民
委
員
会
（
2
日
ま
で
）

3
日
　
松
之
山
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
名
古
屋
で
出
稼
者
リ
ー
ダ
ー
会
議

7
日

181513　9
日　日　日　日

20
日

262524
日　日　日

27
日

県
災
害
救
助
条
例
再
適
用

（
十
五
日
ま
で
延
長
）

母
子
福
祉
会

総
合
計
画
審
議
会

老
人
ク
ラ
ブ
会
報
編
集
会

納
税
相
談
（
2
2
日
ま
で
）

ス
キ
ー
場
運
営
委
員
会

町
老
連
会

選
挙
管
理
委
員
会

東
嵐
て
出
稼
者
リ
ー
ダ
ー
会
議

水
田
利
用
、
再
編
対
策
協
議
会

ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
実
行

委
員
会

森
林
組
合
総
会

民
生
委
員
会

松
高
卒
業
式

．
3
月
の
予
定

－
日
　
農
業
委
員
会

　
　
社
会
福
祉
協
議
会

6
日
　
乾
田
化
試
験
報
告
会

8
日
　
議
会
定
例
会

珀
日
　
農
業
労
働
賃
金
協
定
会

24

日
　
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

駿

』
、
ぎ
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昭和60年度一般会計予算

特別会計予算

国保事業勘定　2億9，108万3千円

診療所勘定　　2億0，977万6千円

老人保健　　　2億2，871万9千円

簡易水道　　　　　5，829万1千円

農業共済　　　　　4，437万7千円

　
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

二
二
億
九
、
二
二
六
万
円
、
で
前
年

度
当
初
予
算
に
比
べ
一
八
九
万
八
、

O
O
O
円
増
の
わ
ず
か
O
・
○
八

％
警
の
伸
び
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
入
で
は
地
方
交
付
税
が
前
年

度
よ
り
八
、
五
〇
〇
万
円
多
い
『

O
億
七
、
五
〇
〇
万
円
で
四
六
・

九
響
、
続
い
て
県
支
出
金
一
三
・

六
督
、
三
番
目
が
町
債
で
前
年
度

よ
り
八
、
九
三
〇
万
円
減
と
な
り

二
丁
五
警
、
国
庫
支
出
金
は
本

年
も
土
木
事
業
な
ど
の
減
に
よ
り

約
三
、
八
O
O
万
円
少
な
く
な
っ

て
い
る
。

　
歳
出
で
は
、
ス
キ
ー
場
建
設
事

業
が
ほ
ぼ
終
っ
た
こ
と
か
ら
商
工

費
が
『
億
四
、
O
O
O
万
円
減
。

大
厳
寺
高
原
に
客
室
八
、
収
容
人

員
四
〇
人
の
宿
泊
施
設
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
農
林
水
産
業
費
が
前

年
度
よ
り
約
四
、
四
〇
〇
万
円
多

く
な
っ
て
い
る
。
教
育
費
は
、
松

里
教
員
住
宅
の
新
築
や
松
之
山
小

の
敷
地
整
備
な
ど
が
あ
り
、
約
三
、

六
〇
〇
万
円
前
年
度
よ
り
増
え
て

い
る
。町
を
き
れ
い
に

建設事業

　
借
金
返
済
の
公
債
費
が
前
年
度

よ
り
一
、
｝
、
八
O
O
万
円
多
く
、
全

体
の
一
七
警
を
占
め
て
い
る
。

　
本
年
度
未
の
起
債
見
込
み
総
額

は
二
六
億
円
を
越
え
、
町
民
一
人

当
り
五
八
万
円
の
借
金
と
な
る
。

本
年
度
の
公
債
費
の
返
済
は
元
金

が
約
二
億
円
、
利
子
が
一
億
九
、

O
O
O
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

『
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ふ
る
里
』

今年の

　
町
を
美
し
く
し
よ
う
と
、
ビ
ユ

ー
テ
ィ
フ
ル
ふ
る
里
事
業
が
始
ま

り
、
今
年
は
各
課
㎝
○
万
円
位
の

予
算
で
道
路
の
草
刈
り
や
花
木
の

植
栽
を
行
う
。

　
　
　
　
事
業
始
ま
る

　
上
蝦
池
大
橋
の
測
量
委
託
料
二

〇
〇
万
円
、
イ
モ
チ
病
の
薬
剤
（
本

年
は
一
〇
智
減
の
四
〇
音
）
、
生

ゴ
ミ
処
理
器
購
入
費
の
三
〇
警
が

補
助
さ
れ
る
事
業
も
あ
る
。
．

町税

16L697千円7．1％
分担金及び負担金

166，640千円7．3％
使用料及び手数料
繰越金など
1酷，741千円7．1％

　地方譲与税など
　34，001千円1。5％

国庫支出金

92，034千円4．0％

／町　債　　　　　　492，079千円

　287・500千円　　　　　　21．5％
　　　　12．5％
　　　　　　　　　均越

県支出金　　　　　　　　訟

311・646千円　歳入
13．6％

地方交付税

1，075000千円
46．9％

大
厳
寺
吉
冒
総

　
　
　
　
　
　
　
　
収
容
4
0
人
の
宿
泊
施
設

▽
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
（
上
川
手
）

　
二
〇
六
㎡
　
二
、
一
八
○
万
円

▽
林
構
事
業

○
森
林
組
合
事
業
の
補
助

　
　
　
　
　
　
　
二
八
一
万
円

○
松
里
特
用
林
産
組
合
補
助

　
　
　
　
　
　
　
三
二
六
万
円
・

o
休
養
休
憩
施
設
新
築
（
大
厳
寺
）

　
四
九
八
㎡
　
七
、
六
八
八
万
円

▽
林
産
集
落
振
興
対
策
事
業
作
業

瓢
認

楼
、
．
・

、
露
総
、
・

　　〆／
　嘱皿

蹴翠』寮一轟灌

5梅鱒、鴎》鵬歯魅誌／1
傾，》引邑

・
　
亀

氏

・
凶
　
謙
　
　
．
醒

南

’
ブ
／
、

　
　
1

鏡ヶ池公園の計画図

鏡ケ池復元工事は
　池と園地の造形・遊歩道

災害復旧費

84，456千円3．7％

議会費

52，008千円2．3％

労働費・予備費など
10，180千円0．4％

衛生費

璽61！≦干円3．0％

農林水産業費

595，593千円

　　26．0％

　
用
建
物
八
四
㎡
（
天
水
鳥
）

　
　
　
　
　
　
　
　
八
［
O
万
円

▽
林
道
舗
装
　
二
、
九
五
〇
万
円

○
中
原
・
大
厳
寺
線
　
二
八
六
規

○
小
沢
・
東
山
線
　
　
五
九
〇
灯

○
大
厳
寺
・
山
伏
山
線
三
五
〇
訂

▽
県
営
か
ん
ぱ
い
事
業
負
担
金

　
留
山
ダ
ム
（
天
水
島
）

　
　
　
　
一
億
一
、
四
三
六
万
円

▽
県
営
農
免
農
道
整
備
事
業
負
担

　
金
（
中
尾
）
　
六
七
二
万
円

▽
町
単
土
地
改
良
補
助
金

　
（
田
な
ら
し
・
農
道
・
登
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
五
万
円

▽
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
二
、
四
三
二
万
円

　
（
湯
之
島
地
区
確
定
測
日
．
蒐
九
・
三

　
努
”
、
農
道
舗
装
、
新
田
の
集
会

施
設
等
）

▽
団
体
営
か
ん
ぱ
い
事
業

　
　
　
　
　
　
四
、
一
四
五
万
円

　
（
松
里
地
区
用
水
路
）

▽
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
ホ
場
整

　
備
一
億
二
、
二
九
七
万
円

　
（
中
坪
・
狐
塚
地
区
ホ
場
整
備

　
狐
塚
、
池
田
、
持
田
地
区
用
水

路
整
備
）

▽
鏡
ヶ
池
復
一
兀
事
業

迎千円3．2％

讐¢

歳出

教育費＼
249，851干円

10．9％

二総物

　
　
　
　
　
　
　
九
九
一
万
円

　
（
池
造
形
・
遊
歩
道
・
園
地
造

形
等
）

▽
ス
キ
ー
場
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　
｝
、
三
六
一
万
円

　
（
ゲ
レ
ン
デ
造
成
・
雪
椿
取
付

　
道
路
の
側
溝
・
緊
急
連
絡
用
電

　
話
、
物
件
と
水
源
補
償
料
等
）

▽
県
営
道
路
整
備
事
業
負
担
金

　
　
　
　
　
　
一
、
O
O
O
万
円

▽
町
道
改
良
事
業

　
　
　
　
　
九
、
七
三
七
万
円

※
改
良

○
崩
田
・
田
麦
立
線

○
大
荒
戸
・
松
代
線

○
坪
野
・
赤
倉

※
舗
装

○
地
付
線松里に教員住宅を新築

松之山小学校の敷地整備

七
一
エ
パ
暦

三
〇
〇
訂

一
四
〇
層

二
五
四
揖

　　　　総務費
　　　　196，107千円

　　　　8．6％

艦　／81，094千円

　　3．5％

〇
三
省
校
・
大
荒
戸
線
二
〇
〇
規

○
東
川
・
藤
倉
・
天
水
越
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
三
〇
灯

▽
特
改
四
種
事
業
（
町
道
舗
装
）

○
巳
乏
下
線
（
湯
山
）
四
〇
〇
揖

○
藤
原
．
松
之
山
線
（
黒
倉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
↓
ハ
○
厨

o
西
之
前
・
北
浦
田
線
（
西
之
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
四
訂

○
松
口
・
松
之
山
線
（
松
口
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
層

○
松
代
・
松
之
山
線
（
松
口
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
二
〇
厨

▽
道
路
圧
雪
車
二
、
二
五
C
万
円

▽
地
域
防
雪
体
制
整
備
事
業
（
中

　
立
山
地
区
）
三
、
三
七
四
万
円

　
（
共
同
車
庫
、
湿
地
ド
ー
ザ
ー

　
ー
芸
n
）

▽
防
火
水
槽
三
基
（
小
谷
、
北
浦

　
田
、
中
立
山
）
小
型
消
防
ポ
ン

　
プ
三
台
（
上
川
手
、
天
水
島
、

　
上
蝦
池
）
　
一
、
二
七
九
万
円

▽
教
職
員
住
宅
新
築
事
業
（
松
里
）

　
一
棟
四
戸
　
三
、
＝
二
六
万
円

▽
松
之
山
小
学
校
敷
地
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
四
、
〇
四
一
万
円

▽
小
学
校
ス
ク
ー
ル
、
バ
ス
購
入

　
　
　
　
　
　
　
二
七
｝
万
円

▽
農
地
災
害
復
旧

　
　
　
　
　
工
、
六
二
六
万
円

▽
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

　
　
　
　
　
三
、
五
七
五
万
円
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昭和60年度一般会計予算

特別会計予算

国保事業勘定　2億9，108万3千円

診療所勘定　　2億0，977万6千円

老人保健　　　2億2，871万9千円

簡易水道　　　　　5，829万1千円

農業共済　　　　　4，437万7千円

　
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

二
二
億
九
、
二
二
六
万
円
、
で
前
年

度
当
初
予
算
に
比
べ
一
八
九
万
八
、

O
O
O
円
増
の
わ
ず
か
O
・
○
八

％
警
の
伸
び
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
入
で
は
地
方
交
付
税
が
前
年

度
よ
り
八
、
五
〇
〇
万
円
多
い
『

O
億
七
、
五
〇
〇
万
円
で
四
六
・

九
響
、
続
い
て
県
支
出
金
一
三
・

六
督
、
三
番
目
が
町
債
で
前
年
度

よ
り
八
、
九
三
〇
万
円
減
と
な
り

二
丁
五
警
、
国
庫
支
出
金
は
本

年
も
土
木
事
業
な
ど
の
減
に
よ
り

約
三
、
八
O
O
万
円
少
な
く
な
っ

て
い
る
。

　
歳
出
で
は
、
ス
キ
ー
場
建
設
事

業
が
ほ
ぼ
終
っ
た
こ
と
か
ら
商
工

費
が
『
億
四
、
O
O
O
万
円
減
。

大
厳
寺
高
原
に
客
室
八
、
収
容
人

員
四
〇
人
の
宿
泊
施
設
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
農
林
水
産
業
費
が
前

年
度
よ
り
約
四
、
四
〇
〇
万
円
多

く
な
っ
て
い
る
。
教
育
費
は
、
松

里
教
員
住
宅
の
新
築
や
松
之
山
小

の
敷
地
整
備
な
ど
が
あ
り
、
約
三
、

六
〇
〇
万
円
前
年
度
よ
り
増
え
て

い
る
。町
を
き
れ
い
に

建設事業

　
借
金
返
済
の
公
債
費
が
前
年
度

よ
り
一
、
｝
、
八
O
O
万
円
多
く
、
全

体
の
一
七
警
を
占
め
て
い
る
。

　
本
年
度
未
の
起
債
見
込
み
総
額

は
二
六
億
円
を
越
え
、
町
民
一
人

当
り
五
八
万
円
の
借
金
と
な
る
。

本
年
度
の
公
債
費
の
返
済
は
元
金

が
約
二
億
円
、
利
子
が
一
億
九
、

O
O
O
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

『
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ふ
る
里
』

今年の

　
町
を
美
し
く
し
よ
う
と
、
ビ
ユ

ー
テ
ィ
フ
ル
ふ
る
里
事
業
が
始
ま

り
、
今
年
は
各
課
㎝
○
万
円
位
の

予
算
で
道
路
の
草
刈
り
や
花
木
の

植
栽
を
行
う
。

　
　
　
　
事
業
始
ま
る

　
上
蝦
池
大
橋
の
測
量
委
託
料
二

〇
〇
万
円
、
イ
モ
チ
病
の
薬
剤
（
本

年
は
一
〇
智
減
の
四
〇
音
）
、
生

ゴ
ミ
処
理
器
購
入
費
の
三
〇
警
が

補
助
さ
れ
る
事
業
も
あ
る
。
．

町税

16L697千円7．1％
分担金及び負担金

166，640千円7．3％
使用料及び手数料
繰越金など
1酷，741千円7．1％

　地方譲与税など
　34，001千円1。5％

国庫支出金

92，034千円4．0％

／町　債　　　　　　492，079千円

　287・500千円　　　　　　21．5％
　　　　12．5％
　　　　　　　　　均越

県支出金　　　　　　　　訟

311・646千円　歳入
13．6％

地方交付税

1，075000千円
46．9％

大
厳
寺
吉
冒
総

　
　
　
　
　
　
　
　
収
容
4
0
人
の
宿
泊
施
設

▽
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
（
上
川
手
）

　
二
〇
六
㎡
　
二
、
一
八
○
万
円

▽
林
構
事
業

○
森
林
組
合
事
業
の
補
助

　
　
　
　
　
　
　
二
八
一
万
円

○
松
里
特
用
林
産
組
合
補
助

　
　
　
　
　
　
　
三
二
六
万
円
・

o
休
養
休
憩
施
設
新
築
（
大
厳
寺
）

　
四
九
八
㎡
　
七
、
六
八
八
万
円

▽
林
産
集
落
振
興
対
策
事
業
作
業

瓢
認

楼
、
．
・

、
露
総
、
・

　　〆／
　嘱皿

蹴翠』寮一轟灌

5梅鱒、鴎》鵬歯魅誌／1
傾，》引邑

・
　
亀

氏

・
凶
　
謙
　
　
．
醒

南

’
ブ
／
、

　
　
1

鏡ヶ池公園の計画図

鏡ケ池復元工事は
　池と園地の造形・遊歩道

災害復旧費

84，456千円3．7％

議会費

52，008千円2．3％

労働費・予備費など
10，180千円0．4％

衛生費

璽61！≦干円3．0％

農林水産業費

595，593千円

　　26．0％

　
用
建
物
八
四
㎡
（
天
水
鳥
）

　
　
　
　
　
　
　
　
八
［
O
万
円

▽
林
道
舗
装
　
二
、
九
五
〇
万
円

○
中
原
・
大
厳
寺
線
　
二
八
六
規

○
小
沢
・
東
山
線
　
　
五
九
〇
灯

○
大
厳
寺
・
山
伏
山
線
三
五
〇
訂

▽
県
営
か
ん
ぱ
い
事
業
負
担
金

　
留
山
ダ
ム
（
天
水
島
）

　
　
　
　
一
億
一
、
四
三
六
万
円

▽
県
営
農
免
農
道
整
備
事
業
負
担

　
金
（
中
尾
）
　
六
七
二
万
円

▽
町
単
土
地
改
良
補
助
金

　
（
田
な
ら
し
・
農
道
・
登
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
五
万
円

▽
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
二
、
四
三
二
万
円

　
（
湯
之
島
地
区
確
定
測
日
．
蒐
九
・
三

　
努
”
、
農
道
舗
装
、
新
田
の
集
会

施
設
等
）

▽
団
体
営
か
ん
ぱ
い
事
業

　
　
　
　
　
　
四
、
一
四
五
万
円

　
（
松
里
地
区
用
水
路
）

▽
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
ホ
場
整

　
備
一
億
二
、
二
九
七
万
円

　
（
中
坪
・
狐
塚
地
区
ホ
場
整
備

　
狐
塚
、
池
田
、
持
田
地
区
用
水

路
整
備
）

▽
鏡
ヶ
池
復
一
兀
事
業

迎千円3．2％

讐¢

歳出

教育費＼
249，851干円

10．9％

二総物

　
　
　
　
　
　
　
九
九
一
万
円

　
（
池
造
形
・
遊
歩
道
・
園
地
造

形
等
）

▽
ス
キ
ー
場
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　
｝
、
三
六
一
万
円

　
（
ゲ
レ
ン
デ
造
成
・
雪
椿
取
付

　
道
路
の
側
溝
・
緊
急
連
絡
用
電

　
話
、
物
件
と
水
源
補
償
料
等
）

▽
県
営
道
路
整
備
事
業
負
担
金

　
　
　
　
　
　
一
、
O
O
O
万
円

▽
町
道
改
良
事
業

　
　
　
　
　
九
、
七
三
七
万
円

※
改
良

○
崩
田
・
田
麦
立
線

○
大
荒
戸
・
松
代
線

○
坪
野
・
赤
倉

※
舗
装

○
地
付
線松里に教員住宅を新築

松之山小学校の敷地整備

七
一
エ
パ
暦

三
〇
〇
訂

一
四
〇
層

二
五
四
揖

　　　　総務費
　　　　196，107千円

　　　　8．6％

艦　／81，094千円

　　3．5％

〇
三
省
校
・
大
荒
戸
線
二
〇
〇
規

○
東
川
・
藤
倉
・
天
水
越
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
三
〇
灯

▽
特
改
四
種
事
業
（
町
道
舗
装
）

○
巳
乏
下
線
（
湯
山
）
四
〇
〇
揖

○
藤
原
．
松
之
山
線
（
黒
倉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
↓
ハ
○
厨

o
西
之
前
・
北
浦
田
線
（
西
之
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
四
訂

○
松
口
・
松
之
山
線
（
松
口
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
層

○
松
代
・
松
之
山
線
（
松
口
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
二
〇
厨

▽
道
路
圧
雪
車
二
、
二
五
C
万
円

▽
地
域
防
雪
体
制
整
備
事
業
（
中

　
立
山
地
区
）
三
、
三
七
四
万
円

　
（
共
同
車
庫
、
湿
地
ド
ー
ザ
ー

　
ー
芸
n
）

▽
防
火
水
槽
三
基
（
小
谷
、
北
浦

　
田
、
中
立
山
）
小
型
消
防
ポ
ン

　
プ
三
台
（
上
川
手
、
天
水
島
、

　
上
蝦
池
）
　
一
、
二
七
九
万
円

▽
教
職
員
住
宅
新
築
事
業
（
松
里
）

　
一
棟
四
戸
　
三
、
＝
二
六
万
円

▽
松
之
山
小
学
校
敷
地
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
四
、
〇
四
一
万
円

▽
小
学
校
ス
ク
ー
ル
、
バ
ス
購
入

　
　
　
　
　
　
　
二
七
｝
万
円

▽
農
地
災
害
復
旧

　
　
　
　
　
工
、
六
二
六
万
円

▽
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

　
　
　
　
　
三
、
五
七
五
万
円
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昭
和
六
卜
年
第
一
回
町
議
会
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
八
日
か
ら
ト
三
日
ま
で
開
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
、
今
年
の
町
予
算
な
ど
を
決
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
九
年
度
の
一
般
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
算
で
は
、
豪
．
雪
に
よ
る
災
害
救

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
費
約
百
四
十
万
円
、
町
道
除
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
機
械
借
ヒ
三
百
万
円
と
燃
料
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
百
万
円
。
町
道
災
害
復
旧
費
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
千
万
円
な
ど
が
追
加
さ
れ
た
。

審
議
可
決
し
た
主
な
事
項

▽
昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
六
回
）

〇
一
、
八
九
九
万
八
千
円
追
加
。

▽
昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
予
算
。

〇
一
二
一
億
九
、
二
二
六
万
円
。

▽
国
保
条
例
の
一
部
改
正
。

〇
四
月
一
日
か
ら
助
産
費
を
三
万

　
円
引
き
上
げ
十
五
万
円
と
す
る
。

▽
昭
和
六
十
年
度
国
保
特
別
会
計

　
予
算
．

○
事
業
勘
定

　
　
二
億
九
、
一
〇
八
万
三
千
円
。

○
直
診
松
之
山
診
療
所
勘
定収入役を再任

田辺誠二さん

　
　
二
億
O
、
九
七
七
万
六
千
円
。

▽
簡
水
条
例
の
一
部
改
正
。

o
八
地
区
の
水
道
使
用
料
を
四
月

　
一
日
か
ら
一
本
に
統
一
。

▽
昭
和
六
十
年
度
簡
水
特
別
会
計

予
算
。

〇
五
、
八
二
九
万
一
千
円
。

▽
昭
和
六
十
年
度
老
人
保
健
特
別

　
△
云
計
予
算
．

〇
二
億
二
、
八
七
一
万
九
千
円
。

▽
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正
。

○
無
事
戻
し
金
を
三
分
の
一
か
ら

　
二
分
の
一
に
改
め
る
。

○
昭
和
六
十
年
度
農
業
共
済
特
別

　
会
計
予
算
．

○
農
産
物
、
蚕
繭
、
家
畜
、
業
務

　
勘
定
の
総
合
予
算
四
、
四
三
七

　
万
七
千
円

▽
特
用
林
産
物
生
産
施
設
の
設
置

行
政
改
革
推
進
委
員
会

　
　
　
　
設
置
条
例
を
制
定

　
三
月
二
十
九
日
臨
時
議
会
が
開

か
れ
、
六
議
案
を
審
議
し
原
案
通

り
可
決
し
た
．

　
六
十
年
は
行
革
の
年
と
い
わ
れ

自
治
省
で
も
地
方
行
革
大
綱
を
策

定
し
て
地
方
行
革
を
推
進
し
て
い

る
が
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

対
応
し
た
簡
素
に
し
て
効
率
的
な

町
政
の
実
現
の
た
め
に
「
町
行
政

改
革
推
進
委
員
会
設
置
条
例
」
を

制
｛
疋
し
た
．

　
湯
山
の
北
線
が
町
道
に
認
｛
疋
さ

れ
、
町
道
中
央
線
が
五
十
五
眉
延

長
さ
れ
た
．

　
予
算
関
係
で
は
、
昭
和
五
十
九

年
度
の
一
般
会
計
と
、
国
保
、
簡
水
、

共
済
、
老
人
保
健
の
四
特
別
会
計

の
補
正
が
行
わ
れ
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
普
通
・

特
別
両
交
付
税
が
約
三
千
四
百
万

円
追
加
さ
れ
て
い
る
。

　
歳
出
で
は
建
設
機
械
（
除
雪
関

係
）
の
修
理
費
、
燃
料
代
な
ど
八

百
万
四
と
排
雪
場
の
雪
処
理
を
す

る
た
め
の
建
設
機
械
の
借
上
料
五

百
万
円
、
湯
本
共
同
浴
場
の
修
理

費
四
十
八
万
円
、
大
厳
寺
希
望
館

の
備
品
購
入
に
八
十
一
万
円
、
社

会
福
祉
協
議
会
補
助
金

金
）
二
百
万
円
、
松
之
山
部
落
の

放
送
施
設
の
補
助
金
三
十
四
万
円

な
ど
が
追
加
さ
れ
た
。

　
県
営
か
ん
ぱ
い
事
業
や
団
体
営

か
ん
ぱ
い
事
業
、
圃
場
整
備
事
業

な
ど
の
土
地
改
良
事
業
な
ど
の
減

に
よ
り
農
林
水
産
業
費
が
約
三
下

五
百
万
円
減
額
さ
れ
た
。

一般会計補正

（、単．位：千円）

歳入

　
条
例
の
一
部
改
正
．
で
、
国
保
の

出
産
に
係
る
助
席
費
が
四
月
か
ら

十
．
五
万
円
に
、
簡
水
で
は
八
地
域

に
分
れ
て
い
た
使
用
料
が
今
年
か

ら
一
本
化
さ
れ
た
。

　
町
営
、
バ
ス
（
中
立
山
地
域
・
東

川
地
域
）
の
料
金
が
引
き
上
げ
ら

れ
た
．

　
任
期
満
了
に
よ
る
収
入
役
の
選

任
、
で
は
、
現
収
入
役
の
田
辺
誠
二

　
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制

　
｛
疋
．

o
林
産
集
落
振
興
対
策
事
業
で
実

　
施
す
る
作
業
用
建
物
の
必
要
な

　
事
項
を
｛
疋
め
る
。

▽
町
職
員
定
数
条
例
の
全
部
を
改

　
正
．

○
町
長
の
事
務
部
局
九
六
人
、
議

　
会
二
人
、
農
業
委
員
会
二
人
、

　
教
育
委
員
会
の
事
務
局
八
人
、

　
学
校
職
員
七
人
．

▽
町
職
員
の
職
務
に
専
念
す
る
義

　
務
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一

　
部
改
正
．

○
県
費
負
担
教
職
員
に
あ
っ
て
は

　
教
育
委
員
会
を
加
え
る
。

▽
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
改
正
．

〇
二
十
一
日
の
給
与
支
給
日
が
休

　
日
、
日
曜
日
又
は
土
曜
日
に
当

　
た
る
と
き
は
、
繰
り
上
げ
る
。

▽
昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
七
回
）

〇
六
八
五
万
円
減
額
、
総
額
二
四

　
億
九
、
七
六
一
、
万
七
毛
円
と
す
る
。

▽
昭
和
五
十
九
年
度
国
保
特
別
会

　
計
補
正
予
算
（
第
四
回
）

○
事
業
勘
定
予
算
七
六
四
万
円
追

さ
ん
が
再
任
に
同
意
さ
れ
た
。
な

お
、
田
辺
さ
ん
は
六
期
目
と
な
る
．

　
議
員
提
出
議
案
の
「
豪
雪
地
帯

に
お
け
る
所
得
税
等
の
減
税
の
制

度
化
を
求
め
る
意
見
書
」
を
政
府

な
ど
に
提
，
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
般
質
問
は
竹
内
平
八
郎
、
高

橋
英
一
、
田
辺
尚
二
、
田
辺
慎
一

の
各
議
員
が
町
長
の
考
え
を
た
だ

し
た
。

▽
町
営
、
、
ハ
ス
の
設
置
及
び
管
理
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
。

○
中
立
山
地
区
の
一
一
〇
円
を
一

　
三
〇
円
、
二
二
〇
円
を
二
五
〇

　
円
、
一
五
〇
円
を
一
七
〇
円
に
。

　
東
川
地
区
の
一
一
〇
円
を
一
三

　
〇
円
に
、
、
ハ
ス
代
を
引
き
上
げ
る
。

　
（
一
〇
〇
円
区
間
は
す
え
置
き
）

▽
大
厳
寺
高
原
森
林
総
合
利
用
施

　
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

　
条
例
の
「
部
改
正
。

o
休
養
休
憩
施
設
の
使
用
料
一
日

　
一
、
五
〇
〇
円
を
加
え
る
。

▽
消
防
団
員
の
定
貝
、
任
免
、
給

　
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正
．

○
団
員
の
定
員
四
四
〇
人
を
三
九

　
五
人
に
改
め
る
。

▽
農
業
共
済
事
業
事
務
費
の
賦
課
。

○
水
稲
共
済
。
十
ア
ー
ル
一
五
〇
円

　
蚕
繭
共
済
　
一
箱
　
　
五
〇
円

　
加
、
総
額
三
億
二
、
五
〇
〇
万

　
六
千
円
と
す
る
。

○
松
之
山
診
療
所
勘
｛
疋
予
算
七
六

　
四
万
円
を
追
加
、
総
額
二
億
一
、

　
七
六
二
万
九
予
円
と
ま
す
。

▽
昭
和
五
十
九
年
度
簡
水
特
別
会

　
計
補
正
予
算
（
第
三
回
）

〇
一
二
二
万
八
千
円
追
加
、
総
額

　
六
、
一
〇
九
万
二
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
五
十
九
年
度
老
人
保
健
特

　
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
回
）

○
、
五
万
円
追
加
、
総
額
二
億
六
、

　
七
八
二
万
五
下
円
と
す
る
。

▽
昭
和
五
十
九
年
度
農
業
共
済
特

既　定　額 補正額 計

町　　　　　　　　税 158，697 8，677 167，374

地　方　譲　与　税 21．20〔 2，400 23，600

自動卓取得税交付金 11，00（、 2，300 13，300

地　ノ∫　交　付　税 1081，235 33，833 1，115，068

分担金及び負担金 172，48C △25，502 146，984

使用料及び手数料 32，934 901 33，835

国　庫　支　出　金 154，47（、 △　　434 154，036

県　　支　　出　　金 305，86G △28，676 277，190

諸’　　収　　　　入 34，112 △3，149 30，963

町　　　　　　　　債 382，50e 2，800 385，300

歳　　人　　合　　計 2，504，467 △6，850 2，497，617

歳出

水道使用料

伸
騎
、

使用料率 基　本　料　金（1カ月当り） 超過料金

1m’につきレII途 水　　　　　　　　躍ヒ 便　川料

亨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻

　
　
　
　
　
　
，

一般用 使用水取1（〕mぽで 1，800円 180門
賞業，” 〃　20m’まて 3，6【x）円 ”

学校用 ”　25m’まで 4，500円 ”

旅　館

常叢用

（定貝30人未満）

　　　60m’まて 6，600円 ”

〃 （建機40人未満）

　　　80rn’まて 8，500円 〃

” （建■40人以L）

　　　100－n1まで 10，000円

共
用

共　用 監戸につき

　　　15mぽで 2，7（》0円 ”

メーター・

　健用料
1基につき（1カ月当り）50円

　
家
畜
共
済
　
一
頭
　
四
〇
〇
円

　
均
等
割
　
　
一
戸
　
一
〇
〇
円

▽
農
業
共
済
無
事
戻
し
金
。

○
水
稲
几
二
七
戸
、
蚕
繭
二
戸
の

　
無
事
戻
金
二
六
二
万
九
、
八
八

　
二
円
．

▽
農
業
共
済
の
農
作
物
特
別
積
立

　
金
の
取
り
崩
し
。

○
二
五
〇
万
円
以
内
と
し
、
水
稲

　
防
除
機
の
購
入
補
助
に
当
て
る
。

▽
中
立
山
辺
地
に
係
る
総
合
整
備

　
計
画
の
変
更
．

○
崩
田
・
田
麦
立
線
の
改
良
を
二

　
〇
層
延
長
し
て
一
、
四
二
〇
溜

　
と
す
る
。

▽
収
入
役
の
選
任
。

○
田
辺
誠
二
さ
ん
（
松
口
）
が
再

　
任
さ
れ
る
．

▽
議
員
提
出
議
案
。

○
豪
雪
地
帯
に
お
け
る
所
得
税
等

　
の
減
税
の
制
度
化
を
求
め
る
意

　
見
書
を
関
係
機
関
に
提
出
。

　
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
回
）

○
事
業
費
内
の
補
正
、
総
額
に
は

変
更
な
い
。

▽
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
設
置

　
条
例
の
設
定
。

○
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応

　
し
た
、
簡
素
に
し
て
効
率
的
な

　
町
政
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め

　
行
政
改
革
推
進
委
員
会
を
潰
く
。

▽
町
道
の
認
定
。

○
湯
山
北
線
（
八
三
二
眉
）
を
町

　
道
に
認
｛
．
疋
。

○
松
之
山
中
央
線
（
．
五
五
屑
）
を

　
延
．
長
．

鳳　　　山

既　定　額 補il三額 計

議　　　会　　　費 51，516 195 51，711

総　　　務　　　　費 187，016 3，233 190，249

民　　　生　　　費 123，548 888 124，436

衛　　　生　　　　費 72，001 △　1，619 70，382

労　　　働　　　　費 8，040 △　　710 7，330

農林水産業費 578，571 △35，050 543，521

商　　工　　　　　費 263，235 39 263，274

土　　　木　　　費 394，867 6，506 401，373

消　　　　防　　　費 66，930 △　　　111 66，819

教　　　育　　　費 241，930 △2，263 239，667

災　害　復　旧1費 161，161 △28，241 132，920

諸　　支　　出　　金 2，021 100 2，121

予　　　備　　　費 1，578 50，183 51，761

歳　　出　　合　　計 2，504，467 △　6，850 2，497，617
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昭
和
六
卜
年
第
一
回
町
議
会
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
八
日
か
ら
ト
三
日
ま
で
開
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
、
今
年
の
町
予
算
な
ど
を
決
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
九
年
度
の
一
般
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
算
で
は
、
豪
．
雪
に
よ
る
災
害
救

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
費
約
百
四
十
万
円
、
町
道
除
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
機
械
借
ヒ
三
百
万
円
と
燃
料
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
百
万
円
。
町
道
災
害
復
旧
費
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
千
万
円
な
ど
が
追
加
さ
れ
た
。

審
議
可
決
し
た
主
な
事
項

▽
昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
六
回
）

〇
一
、
八
九
九
万
八
千
円
追
加
。

▽
昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
予
算
。

〇
一
二
一
億
九
、
二
二
六
万
円
。

▽
国
保
条
例
の
一
部
改
正
。

〇
四
月
一
日
か
ら
助
産
費
を
三
万

　
円
引
き
上
げ
十
五
万
円
と
す
る
。

▽
昭
和
六
十
年
度
国
保
特
別
会
計

　
予
算
．

○
事
業
勘
定

　
　
二
億
九
、
一
〇
八
万
三
千
円
。

○
直
診
松
之
山
診
療
所
勘
定収入役を再任

田辺誠二さん

　
　
二
億
O
、
九
七
七
万
六
千
円
。

▽
簡
水
条
例
の
一
部
改
正
。

o
八
地
区
の
水
道
使
用
料
を
四
月

　
一
日
か
ら
一
本
に
統
一
。

▽
昭
和
六
十
年
度
簡
水
特
別
会
計

予
算
。

〇
五
、
八
二
九
万
一
千
円
。

▽
昭
和
六
十
年
度
老
人
保
健
特
別

　
△
云
計
予
算
．

〇
二
億
二
、
八
七
一
万
九
千
円
。

▽
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正
。

○
無
事
戻
し
金
を
三
分
の
一
か
ら

　
二
分
の
一
に
改
め
る
。

○
昭
和
六
十
年
度
農
業
共
済
特
別

　
会
計
予
算
．

○
農
産
物
、
蚕
繭
、
家
畜
、
業
務

　
勘
定
の
総
合
予
算
四
、
四
三
七

　
万
七
千
円

▽
特
用
林
産
物
生
産
施
設
の
設
置

行
政
改
革
推
進
委
員
会

　
　
　
　
設
置
条
例
を
制
定

　
三
月
二
十
九
日
臨
時
議
会
が
開

か
れ
、
六
議
案
を
審
議
し
原
案
通

り
可
決
し
た
．

　
六
十
年
は
行
革
の
年
と
い
わ
れ

自
治
省
で
も
地
方
行
革
大
綱
を
策

定
し
て
地
方
行
革
を
推
進
し
て
い

る
が
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

対
応
し
た
簡
素
に
し
て
効
率
的
な

町
政
の
実
現
の
た
め
に
「
町
行
政

改
革
推
進
委
員
会
設
置
条
例
」
を

制
｛
疋
し
た
．

　
湯
山
の
北
線
が
町
道
に
認
｛
疋
さ

れ
、
町
道
中
央
線
が
五
十
五
眉
延

長
さ
れ
た
．

　
予
算
関
係
で
は
、
昭
和
五
十
九

年
度
の
一
般
会
計
と
、
国
保
、
簡
水
、

共
済
、
老
人
保
健
の
四
特
別
会
計

の
補
正
が
行
わ
れ
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
普
通
・

特
別
両
交
付
税
が
約
三
千
四
百
万

円
追
加
さ
れ
て
い
る
。

　
歳
出
で
は
建
設
機
械
（
除
雪
関

係
）
の
修
理
費
、
燃
料
代
な
ど
八

百
万
四
と
排
雪
場
の
雪
処
理
を
す

る
た
め
の
建
設
機
械
の
借
上
料
五

百
万
円
、
湯
本
共
同
浴
場
の
修
理

費
四
十
八
万
円
、
大
厳
寺
希
望
館

の
備
品
購
入
に
八
十
一
万
円
、
社

会
福
祉
協
議
会
補
助
金

金
）
二
百
万
円
、
松
之
山
部
落
の

放
送
施
設
の
補
助
金
三
十
四
万
円

な
ど
が
追
加
さ
れ
た
。

　
県
営
か
ん
ぱ
い
事
業
や
団
体
営

か
ん
ぱ
い
事
業
、
圃
場
整
備
事
業

な
ど
の
土
地
改
良
事
業
な
ど
の
減

に
よ
り
農
林
水
産
業
費
が
約
三
下

五
百
万
円
減
額
さ
れ
た
。

一般会計補正

（、単．位：千円）

歳入

　
条
例
の
一
部
改
正
．
で
、
国
保
の

出
産
に
係
る
助
席
費
が
四
月
か
ら

十
．
五
万
円
に
、
簡
水
で
は
八
地
域

に
分
れ
て
い
た
使
用
料
が
今
年
か

ら
一
本
化
さ
れ
た
。

　
町
営
、
バ
ス
（
中
立
山
地
域
・
東

川
地
域
）
の
料
金
が
引
き
上
げ
ら

れ
た
．

　
任
期
満
了
に
よ
る
収
入
役
の
選

任
、
で
は
、
現
収
入
役
の
田
辺
誠
二

　
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制

　
｛
疋
．

o
林
産
集
落
振
興
対
策
事
業
で
実

　
施
す
る
作
業
用
建
物
の
必
要
な

　
事
項
を
｛
疋
め
る
。

▽
町
職
員
定
数
条
例
の
全
部
を
改

　
正
．

○
町
長
の
事
務
部
局
九
六
人
、
議

　
会
二
人
、
農
業
委
員
会
二
人
、

　
教
育
委
員
会
の
事
務
局
八
人
、

　
学
校
職
員
七
人
．

▽
町
職
員
の
職
務
に
専
念
す
る
義

　
務
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一

　
部
改
正
．

○
県
費
負
担
教
職
員
に
あ
っ
て
は

　
教
育
委
員
会
を
加
え
る
。

▽
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
改
正
．

〇
二
十
一
日
の
給
与
支
給
日
が
休

　
日
、
日
曜
日
又
は
土
曜
日
に
当

　
た
る
と
き
は
、
繰
り
上
げ
る
。

▽
昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
七
回
）

〇
六
八
五
万
円
減
額
、
総
額
二
四

　
億
九
、
七
六
一
、
万
七
毛
円
と
す
る
。

▽
昭
和
五
十
九
年
度
国
保
特
別
会

　
計
補
正
予
算
（
第
四
回
）

○
事
業
勘
定
予
算
七
六
四
万
円
追

さ
ん
が
再
任
に
同
意
さ
れ
た
。
な

お
、
田
辺
さ
ん
は
六
期
目
と
な
る
．

　
議
員
提
出
議
案
の
「
豪
雪
地
帯

に
お
け
る
所
得
税
等
の
減
税
の
制

度
化
を
求
め
る
意
見
書
」
を
政
府

な
ど
に
提
，
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
般
質
問
は
竹
内
平
八
郎
、
高

橋
英
一
、
田
辺
尚
二
、
田
辺
慎
一

の
各
議
員
が
町
長
の
考
え
を
た
だ

し
た
。

▽
町
営
、
、
ハ
ス
の
設
置
及
び
管
理
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
。

○
中
立
山
地
区
の
一
一
〇
円
を
一

　
三
〇
円
、
二
二
〇
円
を
二
五
〇

　
円
、
一
五
〇
円
を
一
七
〇
円
に
。

　
東
川
地
区
の
一
一
〇
円
を
一
三

　
〇
円
に
、
、
ハ
ス
代
を
引
き
上
げ
る
。

　
（
一
〇
〇
円
区
間
は
す
え
置
き
）

▽
大
厳
寺
高
原
森
林
総
合
利
用
施

　
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

　
条
例
の
「
部
改
正
。

o
休
養
休
憩
施
設
の
使
用
料
一
日

　
一
、
五
〇
〇
円
を
加
え
る
。

▽
消
防
団
員
の
定
貝
、
任
免
、
給

　
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正
．

○
団
員
の
定
員
四
四
〇
人
を
三
九

　
五
人
に
改
め
る
。

▽
農
業
共
済
事
業
事
務
費
の
賦
課
。

○
水
稲
共
済
。
十
ア
ー
ル
一
五
〇
円

　
蚕
繭
共
済
　
一
箱
　
　
五
〇
円

　
加
、
総
額
三
億
二
、
五
〇
〇
万

　
六
千
円
と
す
る
。

○
松
之
山
診
療
所
勘
｛
疋
予
算
七
六

　
四
万
円
を
追
加
、
総
額
二
億
一
、

　
七
六
二
万
九
予
円
と
ま
す
。

▽
昭
和
五
十
九
年
度
簡
水
特
別
会

　
計
補
正
予
算
（
第
三
回
）

〇
一
二
二
万
八
千
円
追
加
、
総
額

　
六
、
一
〇
九
万
二
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
五
十
九
年
度
老
人
保
健
特

　
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
回
）

○
、
五
万
円
追
加
、
総
額
二
億
六
、

　
七
八
二
万
五
下
円
と
す
る
。

▽
昭
和
五
十
九
年
度
農
業
共
済
特

既　定　額 補正額 計

町　　　　　　　　税 158，697 8，677 167，374

地　方　譲　与　税 21．20〔 2，400 23，600

自動卓取得税交付金 11，00（、 2，300 13，300

地　ノ∫　交　付　税 1081，235 33，833 1，115，068

分担金及び負担金 172，48C △25，502 146，984

使用料及び手数料 32，934 901 33，835

国　庫　支　出　金 154，47（、 △　　434 154，036

県　　支　　出　　金 305，86G △28，676 277，190

諸’　　収　　　　入 34，112 △3，149 30，963

町　　　　　　　　債 382，50e 2，800 385，300

歳　　人　　合　　計 2，504，467 △6，850 2，497，617

歳出

水道使用料

伸
騎
、

使用料率 基　本　料　金（1カ月当り） 超過料金

1m’につきレII途 水　　　　　　　　躍ヒ 便　川料

亨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻

　
　
　
　
　
　
，

一般用 使用水取1（〕mぽで 1，800円 180門
賞業，” 〃　20m’まて 3，6【x）円 ”

学校用 ”　25m’まで 4，500円 ”

旅　館

常叢用

（定貝30人未満）

　　　60m’まて 6，600円 ”

〃 （建機40人未満）

　　　80rn’まて 8，500円 〃

” （建■40人以L）

　　　100－n1まで 10，000円

共
用

共　用 監戸につき

　　　15mぽで 2，7（》0円 ”

メーター・

　健用料
1基につき（1カ月当り）50円

　
家
畜
共
済
　
一
頭
　
四
〇
〇
円

　
均
等
割
　
　
一
戸
　
一
〇
〇
円

▽
農
業
共
済
無
事
戻
し
金
。

○
水
稲
几
二
七
戸
、
蚕
繭
二
戸
の

　
無
事
戻
金
二
六
二
万
九
、
八
八

　
二
円
．

▽
農
業
共
済
の
農
作
物
特
別
積
立

　
金
の
取
り
崩
し
。

○
二
五
〇
万
円
以
内
と
し
、
水
稲

　
防
除
機
の
購
入
補
助
に
当
て
る
。

▽
中
立
山
辺
地
に
係
る
総
合
整
備

　
計
画
の
変
更
．

○
崩
田
・
田
麦
立
線
の
改
良
を
二

　
〇
層
延
長
し
て
一
、
四
二
〇
溜

　
と
す
る
。

▽
収
入
役
の
選
任
。

○
田
辺
誠
二
さ
ん
（
松
口
）
が
再

　
任
さ
れ
る
．

▽
議
員
提
出
議
案
。

○
豪
雪
地
帯
に
お
け
る
所
得
税
等

　
の
減
税
の
制
度
化
を
求
め
る
意

　
見
書
を
関
係
機
関
に
提
出
。

　
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
回
）

○
事
業
費
内
の
補
正
、
総
額
に
は

変
更
な
い
。

▽
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
設
置

　
条
例
の
設
定
。

○
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応

　
し
た
、
簡
素
に
し
て
効
率
的
な

　
町
政
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め

　
行
政
改
革
推
進
委
員
会
を
潰
く
。

▽
町
道
の
認
定
。

○
湯
山
北
線
（
八
三
二
眉
）
を
町

　
道
に
認
｛
．
疋
。

○
松
之
山
中
央
線
（
．
五
五
屑
）
を

　
延
．
長
．

鳳　　　山

既　定　額 補il三額 計

議　　　会　　　費 51，516 195 51，711

総　　　務　　　　費 187，016 3，233 190，249

民　　　生　　　費 123，548 888 124，436

衛　　　生　　　　費 72，001 △　1，619 70，382

労　　　働　　　　費 8，040 △　　710 7，330

農林水産業費 578，571 △35，050 543，521

商　　工　　　　　費 263，235 39 263，274

土　　　木　　　費 394，867 6，506 401，373

消　　　　防　　　費 66，930 △　　　111 66，819

教　　　育　　　費 241，930 △2，263 239，667

災　害　復　旧1費 161，161 △28，241 132，920

諸　　支　　出　　金 2，021 100 2，121

予　　　備　　　費 1，578 50，183 51，761

歳　　出　　合　　計 2，504，467 △　6，850 2，497，617
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　　　　　　まつのやまお

教職員の異動
新しい先生たち

（前任校）

松之山小

上野有紀
（長岡上組）

浦田小

校長
加藤宏一
（上越城西中）

甑ヨ、1
公井美津子
（柏崎鯖石）

上野宏
（長岡表町）

黒倉分校

入

池田淳子
（上越富岡）

吉野広美
（新採用）

松之山中

　
　
　
剃

　
　
大
属

　
司
育
付

鷹
教

頭
井
越

教
白
上

　
　
（

佐藤茂建
（上越城東）

井上久美子
（上越直江津東）

校安

鈴木孝基
（津南高）

嚥翅
　　（新採用）

東川4、一省4、

晴天に恵まれ
　　家族連れでにぎわう

教頭
開発義雄
（上越大手町）

久保田和夫
（松之山）

高山　朗
（燕大関）

新井一昭
（中頸大潟町）

松浦田中

　
　
健
用
文
採
野
新

レ
し
（

　
　
栄
用
博
採
井
新
白
（

町
の
人
事
異
動

　
　
　
　
4
月
－
日
付

　
役
場

▽
産
業
課
農
政
係
（
税
務
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
正
彦

▽
建
設
課
土
木
係
（
農
政
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
南
雲
晴
夫

▽
振
興
課
林
業
係
（
土
木
係
）

　
　
　
　
　
　
　
草
村
好
信

▽
住
民
課
保
健
衛
生
係
（
林
業
係
）

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
三
雄

▽
総
務
課
税
務
係
（
保
健
衛
生
係
）

　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
｝
男

保
育
所

（7》まつのやま

　
三
月
二
十
四
日
松
之
山
温
泉
ス

キ
i
場
で
、
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

が
行
わ
れ
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
た

こ
と
か
ら
、
昨
年
よ
り
多
い
約
二

千
人
が
こ
の
祭
を
楽
し
ん
だ
。

　
ゲ
レ
ン
デ
に
は
色
と
り
ど
り
の

ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
ー
の
花
が
咲
き
、

雪
上
ス
テ
ー
ジ
で
は
地
元
ア
マ
チ
ュ

ア
バ
ン
ド
演
奏
や
カ
ラ
オ
ケ
の
ど

耀 　
　
　
　
　
　
〕
略

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
，
㌔

じ
ま
ん
、
新
堀
芸
術
学
院
の
ギ
タ

ー
演
奏
が
行
わ
れ
、
ス
キ
ー
ヤ
ー

を
楽
し
ま
せ
た
。

　
ま
た
味
の
名
店
街
で
は
名
物
の

ラ
ビ
ッ
ト
ス
ー
プ
と
甘
酒
が
サ
ー

ビ
ス
さ
れ
、
手
打
そ
ば
、
け
ん
ち

ん
汁
、
焼
鳥
、
焼
い
か
な
ど
の
店

が
な
ら
ん
だ
．

　
子
供
達
は
雪
中
宝
さ
が
し
や
、

煮
’

　　　　　　　　やアゆ賑わいをみせる味の名店街

無
料
貸
出
し
の
ソ
リ
で
ボ
ブ
ス
レ

ー
を
楽
し
ん
だ
。

　
マ
ン
ト
パ
L
ク
津
南
ス
キ
ー
場

か
ら
の
ニ
キ
ロ
の
ツ
ア
ー
コ
ー
ス

に
は
約
五
十
人
が
完
走
し
、
記
念

品
と
認
定
証
が
贈
ら
れ
た
。

　
ま
た
同
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
た

大
回
転
大
会
に
は
、
町
内
外
か
ら

約
二
百
人
の
選
手
が
参
加
し
て
、

熱
戦
が
く
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
　
味
の
名
店
街

　
　
　
利
益
金
を
寄
付

　
　
松
之
山
温
泉
飲
食
店
組
合
で
は
、

　
味
の
名
店
街
で
の
売
り
上
げ
利
益

金
一
万
七
千
九
百
十
円
を
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪

讐
　
　
獅

畔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

▽
松
里
保
育
所
（
布
川
保
育
所
）

　
　
　
　
　
　
　
小
野
塚
八
重
子

▽
布
川
保
育
所
（
松
里
保
育
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
田
辺
　
久
子

▽
浦
田
保
育
所
（
松
之
山
保
育
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
陽
子

▽
松
里
保
育
所
（
浦
田
保
育
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
さ
と
み

▽
布
川
保
育
所
（
松
里
保
育
所
）

　
　
　
　
　
　
　
小
野
塚
光
枝

▽
松
之
山
保
育
所
（
布
川
保
育
所
）

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
節
子

　
春
の
防
犯
運
動

　
　
4
月
1
7
日
～
26
日

　
春
の
防
犯
運
動
が
四
月
十
七
日

か
ら
四
月
二
十
六
日
ま
で
県
下
一

斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
春
は
、
空
巣
や
悪
質
訪
問
販
売
、

少
年
非
行
が
横
行
す
る
季
節
で
す
。

警
察
で
は
。
ハ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し

警
戒
に
当
り
ま
す
が
、
－
み
な
さ
ん

も
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
多
額
の
現
金
は
、
金
融
機
関
に

預
け
る
。

▽
不
審
な
訪
問
販
売
員
か
ら
安
易

　
に
品
物
を
買
わ
な
い
。

▽
成
人
雑
誌
を
家
庭
内
に
持
ち
込

　
ま
な
い
。

確
定
申
告
が

　
　
問
違
っ
て
い
た
ら

　
昭
和
五
十
九
年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
は
、
三
月
十
五
日
で
終

了
し
ま
し
た
が
、
計
算
違
い
な
ど

で
誤
っ
た
申
告
を
し
た
人
は
い
ま

せ
ん
か
。

　
申
告
し
た
税
金
が
少
な
か
っ
た

こ
と
に
気
付
い
た
と
き
は
「
修
正

申
告
」
を
、
逆
に
多
か
っ
た
と
き

は
「
更
正
の
請
求
」
を
し
て
く
だ

さ
い
。
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4
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1
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日
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の
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運
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四
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十
七
日

か
ら
四
月
二
十
六
日
ま
で
県
下
一

斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
春
は
、
空
巣
や
悪
質
訪
問
販
売
、

少
年
非
行
が
横
行
す
る
季
節
で
す
。

警
察
で
は
。
ハ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し

警
戒
に
当
り
ま
す
が
、
－
み
な
さ
ん

も
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
多
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現
金
は
、
金
融
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に
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。

▽
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審
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か
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安
易
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を
買
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。

▽
成
人
雑
誌
を
家
庭
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持
ち
込

　
ま
な
い
。

確
定
申
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が

　
　
問
違
っ
て
い
た
ら

　
昭
和
五
十
九
年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
は
、
三
月
十
五
日
で
終

了
し
ま
し
た
が
、
計
算
違
い
な
ど

で
誤
っ
た
申
告
を
し
た
人
は
い
ま

せ
ん
か
。

　
申
告
し
た
税
金
が
少
な
か
っ
た

こ
と
に
気
付
い
た
と
き
は
「
修
正

申
告
」
を
、
逆
に
多
か
っ
た
と
き

は
「
更
正
の
請
求
」
を
し
て
く
だ

さ
い
。
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《今月の話題》MONTHLY　　　｝「眺．一
NEWS・

塾，毒顔卜夢噺
網艶笏り

無・

　
彼
岸
の
入
り
の
三
月
十
八
日
、

雪
の
上
の
墓
参
り
が
町
内
各
地
で

行
わ
れ
た
。

　
松
之
山
は
春
の
彼
岸
に
は
雨
，
が

二
～
三
肩
あ
る
た
め
墓
石
も
掘
り

出
せ
ず
、
自
家
の
墓
の
上
と
思
わ

　
　
　
　
’

れ
る
所
に
雪
で
墓
を
つ
く
り
、
彼

岸
の
入
り
に
線
香
や
供
物
を
持
っ

て
墓
参
り
を
し
て
い
る
。

　
こ
の
墓
参
り
は
雪
国
松
之
山
の

春
の
風
物
詩
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
頃
か
ら
本
格
的
に
春
が
訪
れ
る
。

（
写
真
は
中
尾
地
区
の
墓
参
り
）

都会の子供

　雪国の生活学ぶ

　
東
京
冒
険
ク
ラ
ブ
の
チ
供
達
が

弔
、
国
の
生
活
を
体
験
し
よ
う
と
松

之
山
で
冒
険
学
校
を
開
い
た
。

　
豪
甲
，
と
た
た
か
い
大
自
然
の
恵

み
の
中
で
生
活
し
て
い
る
松
之
山

の
人
達
を
学
び
、
生
き
ぬ
く
力
と

生
活
の
知
恵
を
身
に
つ
け
よ
う
と

都
会
の
子
供
達
三
十
五
人
が
訪
れ

三
月
三
十
日
か
ら
四
月
二
日
ま
で

の
四
日
問
松
之
山
で
勉
強
し
た
。

（
写
真
は
自
分
で
作
っ
た
カ
ン
ジ

キ
を
は
い
て
、
う
さ
ぎ
追
い
）

、

’ナ水で愚ヨ
んらん

藤
欝
．

　
三
月
九
日
明
け
方
こ
の
時
期
と

し
て
は
め
ず
ら
し
い
大
雨
と
フ
ェ

ー
ン
現
象
に
よ
り
町
内
各
地
の
河

川
が
は
ん
ら
ん
し
た
。

　
こ
の
た
め
天
水
越
と
浦
田
で
床

下
浸
水
四
棟
の
被
害
が
出
た
。
ま

た
曽
根
地
内
で
は
こ
の
嘗
解
け
水

で
大
坪
川
が
は
ん
ら
ん
し
て
町
道

に
流
れ
出
し
た
．

　
こ
の
三
カ
所
の
出
水
さ
わ
ぎ
で

合
わ
せ
て
κ
十
κ
人
の
消
防
団
員

が
出
動
し
た
。
　
（
写
真
は
町
道
に

流
れ
出
す
水
。
曽
根
地
内
）

《今月の話題》ニユーズ・マンスリー
　
松
里
4
学
校
一
年
生
（
十
三
人
）

よ
、
町
野
鳥
愛
護
会
員
の
指
導
で

巣
箱
を
つ
く
り
　
三
月
二
十
日
学

校
の
裏
に
あ
る
ブ
ナ
林
に
こ
の
巣

．
箱
を
つ
け
た
．

　
雪
の
降
り
止
む
こ
の
時
期
は
残

雪
が
あ
り
巣
箱
が
と
り
つ
け
や
す

　
　
ま
ア
　
野
鳥
た
ち
の
生
活
も

活
発
に
な
る
こ
と
か
ら
こ
の
時
期

を
選
ん
だ

　
松
之
山
は
野
鳥
の
宝
庫
で
約
八

十
種
類
　
る
と
い
わ
れ
て
　
る

こ
の
日
も
「
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
」
「
ツ

グ
ミ
」
　
「
イ
ナ
ガ
」
　
「
カ
ワ
ラ
ヒ

　
　
な
ど
が
飛
ん
で
　
．
、
．

（
写
真
は
自
分
の
名
前
を
書
い
た

巣
箱
を
ブ
ナ
の
木
に
と
り
つ
け
る

子
供
達
）

づ’

　
　
　
箱

で
巣

上の雪

、
、
4
、

じ
飛
葬
掌
名
　
　
の

暢
　
東
京
葛
飾
と
松
之
山
の
青
年
達

が
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
で
交
流

会
を
行
い
親
睦
を
深
め
た
。

　
地
元
に
ス
キ
ー
場
が
で
き
た
こ

と
か
・
　
ス
キ
ー
を
通
じ
都
会
の

若
者
と
交
流
を
深
め
　
夢
の
あ
る

松
之
山
に
し
た
い
と
討
画
し
た
も

の
で
　
ス
キ
ー
の
あ
と
は
自
分
達

で
作
っ
た
か
ま
く
ら
の
中
で
ノ
ー

テ
ィ
ー
を
行
い
楽
し
、
交
流
会
と

な
っ
た
。
　
（
写
真
は
葛
飾
か
ら
の

美
女
を
囲
み
ビ
ー
ル
で
乾
杯
）

環
境
美
化
で
表
彰
さ
れ
る

　
町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
は
、

環
境
美
化
の
協
力
団
体
と
し
て
こ

の
ほ
ど
社
団
法
人
食
品
容
器
環
境

美
化
協
会
ー
新
潟
地
方
連
絡
会
議

か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

　
こ
の
表
彰
は
新
潟
市
立
浜
浦
小

学
校
な
ど
八
校
と
八
団
体
が
対
象

と
な
り
　
三
月
十
八
日
新
潟
市
で

受
賞
式
が
行
わ
れ
た
。

　
町
青
年
団
は
ク
リ
！
ン
大
作
戦

に
積
極
的
に
参
加
し
　
主
要
道
路

や
文
化
財
・
史
跡
・
観
光
地
で
の

清
掃
活
動
を
実
施
し
て
「
環
境
美

化
模
範
活
動
団
体
表
彰
」
を
受
け

、
、
。
　
（
写
真
は
薩
び
の
青
年
団
の

皆
さ
ん
）
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まつのやま（10）

み
ん
な
で
医
療
費
の
節
約
を
考
え
ま
し
よ
う

　
医
療
資
が
三
月
一
日
か
ら
値
上

げ
さ
れ
ま
し
た
。

　
値
上
げ
幅
は
平
均
三
・
三
％
で

す
が
、
薬
価
基
準
と
材
料
費
が
医

療
費
に
換
算
し
て
二
・
｝
％
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
医
療
費

の
実
質
的
な
値
上
げ
幅
は
一
・
二

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
は
昨
年
の
三
月
に
も
値

上
げ
さ
れ
ま
し
た
が
、
薬
価
基
準

の
引
き
下
げ
に
よ
り
、
実
質
的
な

値
上
げ
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

医
療
費
改
定
の
特
徴

　
病
院
は
入
院
料
、
診
療
所
は
外

来
に
係
る
費
用
を
重
点
的
に
引
き

上
げ
た
こ
と
。

　
病
院
・
診
療
所
間
の
連
携
を
強

め
る
た
め
紹
介
料
を
新
設
し
た
こ

と
。　
投
薬
や
検
査
料
は
個
別
に
計
算

が
、
今
回
の
場
合
は
、
医
療
費
の

値
上
げ
率
が
、
薬
価
基
準
の
引
き

下
げ
率
を
上
回
っ
た
た
め
実
質
的

な
値
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
入
院
料
や
手
術
料
の
上
げ

幅
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
の
値
上
げ
が
、
国
保
財

政
に
与
え
る
影
響
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
み
ん
な
で
医
療
費
節
約
を
考
え

ま
し
ょ
う
。

し
な
い
で
ま
と
め
て
料
金
化
し
た

こ
と
。

　
か
ぜ
や
高
血
圧
症
な
ど
、
通
院
・

投
薬
で
す
む
病
気
が
小
幅
の
値
上

げ
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

虫
垂
炎
や
ガ
ン
な
ど
、
手
術
が
必

要
な
大
病
の
上
げ
幅
が
大
き
い
。

国
保
の
運
営
は
相
互
扶
助
の
精
神
で

　
国
保
の
運
営
は
皆
さ
ん
方
の
相

互
扶
助
と
連
帯
の
精
神
に
よ
っ
て

裏
、
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

加
入
者
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
健
康

に
留
意
し
、
ま
た
病
気
の
人
は
一

日
も
早
く
治
る
よ
う
努
力
す
る
の

が
国
保
運
営
の
最
も
好
ま
し
い
姿

な
の
で
す
。
隔
、
一
協
力
を
願
い
ま
す
。
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に
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け
で
す
が
、
出

か
せ
ぎ
先
の
各
種
保
険
に
加
入
し

て
い
た
方
は
、
各
事
業
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の
離
脱

証
明
書
と
印
鑑
を
も
っ
て
役
場
の

窓
口
で
、
国
保
の
加
入
の
手
続
き

を
し
て
下
さ
い
．

　
㊨
保
険
証
を
も
っ
て
い
っ
た
方

は
、
す
み
や
か
に
役
場
に
返
し
て

く
だ
さ
い
。

　
今
年
、
中
学
や
高
校
を
卒
業
し
、

大
学
・
各
種
学
校
へ
入
学
の
人
は
、

畠
保
険
証
が
交
付
さ
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ま
す
。
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が
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に
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ら
、
深
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け
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ど

医
者
に
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て
行
く
。

　
こ
ん
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を
お
持
の
方
は
少

な
く
な
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で
し
よ
う
。
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夜
（
夜
十
時
か
ら
翌
朝
六
時
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と
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う

の
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の
ほ
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に
加
算
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と
い

わ
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る
割
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を
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ま
す
。

　
深
夜
だ
け
で
な
く
、
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や
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を
受
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も
割
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の
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は
必
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が
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。
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こ
し
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し
い
、

と
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翌
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、
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を
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る
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え
を
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ほ
ど
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で
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が
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りるらた自のりい　　の合で診
しでて科のすうも薯蝶麟諭

．～㌧ノ々

はす初医口
注　。めに　に

。’の　　医い歯
と　は　　て　　’を　　b

意　　て何な い　’　作痛作
し　　自回　じ う最　　りい　り

、　　　　　　　　、

で受出　　かのみ目 ま　かに

すけし早か場出にこま り通む＊
。る　’期り合しみれ受通いし中

o頬 の早にまにたえで診つ出歯途
が期悪す比とては中てしがは魚，嘱“

．、（1（、）

咳
・
脚 』ク

医にい　。べきいま止痛ま痛ん
療徹と　　てはまた
費底こ　　何　’す痛
節しろ　　倍医しみ

。み　しみぱ
がた出受
治・がし診

約たを　　も療　’出 る　　’て

の治み　　余費今す と三歯
さ 基療つ　　計は度の そ　回科

本をけ　　に前痛は のば医
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「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が

四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
行
わ

れ
ま
す
。

　
あ
な
た
が
ど
ん
な
に
慎
重
に
運

転
し
て
い
て
も
、
他
人
の
事
故
に

巻
き
こ
ま
れ
る
可
能
性
は
、
つ
き

ま
と
っ
て
い
ま
す
。
　
「
ク
ル
マ
に

乗
っ
た
ら
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
」
　
「
バ

イ
ク
に
乗
っ
た
ら
ヘ
ル
メ
ッ
ト
」

を
合
言
葉
に
安
全
運
転
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　
今
年
の
重
点
目
標
は
、
次
の
三

つ
で
す
．

①
新
入
学
（
入
園
）
を
中
心
と
し

　
た
子
供
の
交
通
事
故
防
止
。

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
着
用
の
徹
底
．

③
二
輪
車
を
中
心
と
し
た
無
謀
運

　
転
の
追
放
．

、
一
7

、
亀
6爵

一1　　　　　　　　ノ

　　　　　　　『裂

銘蟻擾　　　，亀　　　　　’冤

　　萢，＿　　隠
必卵…〃墜一

『あとで』より∬
rいま』が大切思

火の始末
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．
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．
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．
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．
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…
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…
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．
…
卿
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．
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8
肇
．
…
一
．
齢
…
響
．
畠
…
．
…
一
．
…
三
…
三
…
・
…
三
…
三
…
三
一
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・
…
三
…
三
一
。
三
…
・
…
三
甲
…
…
三
…
三
一
曹
三
…
三
言
…
9
・
…
…
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三
…
◎
…
三
…
三
…
，
…
三
…
三
…
，
…
三
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・
…
薗
…
三
…
三
…
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…
三
…
三
…
．
…
三
…
三
…
。
…
三
…
…
●
．
…
三
…
三
…
三
一
…
三
一
…
…

新潟県交通安全シンポルマーク

　
毎
日
ど
こ
か
で
悲
惨
な
交
通
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ
わ

らどう

れ
、
お
困
り
の
方
は
、
ま
ず
県
の

交
通
事
故
相
談
所
に
ご
杣
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
相
談
所
で
は
「
損
害
賠
償
請
求

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
　
「
損
害

　
交
通
事
故
に
あ
う
と
、
い
ろ
い

ろ
な
出
費
が
か
さ
む
の
は
確
か
で

す
が
、
そ
の
い
っ
さ
い
の
費
用
を

請
求
し
て
い
い
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
一

定
の
良
識
的
な
線
が
引
か
れ
ま
す
。

　
そ
の
基
準
は
、
治
療
そ
の
他
に

必
要
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
妥
当

な
性
質
・
金
額
の
も
の
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
、
な
ど
で
す
．
こ
れ
は

裁
判
で
は
、
相
当
厳
密
な
検
討
を

加
え
ら
れ
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
入
院
中
の
携
帯
テ

レ
ビ
購
入
費
、
見
舞
客
に
対
す
る

接
待
費
、
全
快
祝
い
の
費
用
、
お

見
舞
返
し
や
香
典
返
し
な
ど
は
、

ふ
つ
う
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ

賠
償
額
は
ど
の
よ
う
に
算
定
す
る

の
か
」
　
「
示
談
の
進
め
方
は
」
「
自

動
車
損
害
賠
償
保
険
金
の
請
求
は
」

「
治
療
と
労
災
保
険
・
社
会
保
険

の
利
用
は
」
な
ど
に
つ
い
て
、
専

門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
弁
護
士
に
よ

る
相
談
（
常
設
相
談
所
で
毎
週
土

曜
日
）
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
電
話

や
郵
便
仁
よ
る
相
談
に
も
応
じ
、

本
人
の
ほ
か
家
族
・
雇
主
、
知
人
、

ら
は
被
害
者
の
好
み
や
儀
礼
上
、

社
会
上
の
出
費
で
”
損
害
”
に
含

め
る
の
は
妥
当
で
な
い
と
さ
れ
る

か
ら
で
す
．

　
被
害
者
側
に
も
過
失
が
あ
る
と

　
そ
の
割
合
だ
け
減
額

　
大
切
な
点
で
す
が
、
被
害
者
側

に
も
加
失
が
あ
る
場
合
、
そ
の
割

合
だ
け
、
損
害
賠
償
額
が
差
し
引

か
れ
る
（
自
己
負
担
に
な
る
）
の

が
原
則
で
す
。
裁
判
で
は
厳
密
に

調
べ
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
被
害
者
保
護
に
重
点
を
置
い
て

い
る
自
倍
責
保
険
で
も
、
被
害
者

に
重
大
な
過
失
が
あ
る
場
合
に
は

減
額
し
て
お
り
ま
す
。

賠
償
請
求
は
だ
れ
が
す
る
か

▼
被
害
者

　
自
分
の
う
け
た
金
銭
的
損
害
の

賠
償
と
慰
謝
料
（
精
神
的
損
害
の

賠
償
）
と
を
請
求
で
き
ま
す
。

▼
相
続
人

　
被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
損

害
賠
償
請
求
権
は
、
次
の
順
序
で

相
続
さ
れ
、
相
続
人
が
請
求
し
ま

す
。
①
子
（
胎
児
を
含
む
）
孫
な

ど
、
直
系
卑
属
、
②
父
母
、
祖
父

母
な
ど
直
系
尊
属
、
③
兄
弟
姉
妹

ま
た
は
そ
の
子
。
な
お
、
配
偶
者

は
ど
の
場
合
に
も
相
続
人
に
な
り

ま
す
。

▼
父
母
・
子
・
配
偶
者

　
被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
父

母
、
子
、
配
偶
者
は
、
自
分
自
身

の
慰
謝
料
を
そ
れ
ぞ
れ
請
求
で
き

ま
す
。

▼
扶
養
さ
れ
て
い
た
親
族

　
扶
養
し
て
く
れ
る
人
を
失
っ
た

経
済
的
損
害
の
賠
償
を
請
求
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
相
続
に
よ
る
損

害
賠
償
請
求
と
ダ
ブ
っ
て
、
こ
れ

を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
県
内
で
は
「
春
の
火
災
予
防
運

動
」
が
四
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で

行
わ
れ
た
が
、
町
消
防
団
で
は
ひ

き
続
き
次
の
「
七
つ
の
火
の
用
心
」

を
呼
び
か
け
て
い
る

　
火
の
用
心
・
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
寝
た
ば
こ
や
タ
バ
コ
の
投
げ
捨

　
て
を
し
な
い
。

②
子
ど
も
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

で
遊
ば
せ
な
い
．

③
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を

　
し
な
い
。

④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ

　
の
場
を
離
れ
な
い
。

⑤
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

　
の
を
置
か
な
い
。

⑥
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い

　
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

な
ど
、
ど
な
た
が
相
談
に
み
え
て

も
結
構
で
す
。
相
談
内
容
に
つ
い

て
は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。

　
遠
隔
地
等
で
相
談
所
に
来
ら
れ

な
い
方
の
た
め
に
、
県
内
の
十
九

市
町
村
に
、
県
の
相
談
員
が
出
張

し
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
新
潟
県
生
活
環

境
部
交
通
安
全
対
策
課
（
奮
〇
二

五
二
（
二
三
）
五
五
二
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
．

　
常
設
相
談
所
1
1
▼
新
潟
交
通
事

殉
職
船
員
の

　
　
　
　
　
　
遺
児
に

援
護
金
を
支
給

　
職
務
上
で
死
亡
さ
れ
た
、
商
船

の
殉
職
船
員
遺
児
へ
援
護
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
．

　
中
学
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
期

間
、
一
人
一
カ
月
六
千
円
。
別
に

小
学
校
に
人
学
し
た
と
き
記
念
品

と
し
て
三
万
円
。
た
だ
し
、
生
活

困
窮
者
に
限
る
．

　
く
わ
し
く
は
、
　
（
財
）
日
本
殉

職
船
員
顕
彰
会
”
東
京
都
千
代
田

区
麹
町
四
ー
五
・
海
事
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
内
實
〇
三
－
二
三
四
I
O
六

六
二
へ
．

故
相
談
所
（
県
庁
第
一
分
館
）

▼
長
岡
交
通
事
故
相
談
所
（
長
岡

総
合
庁
舎
）
▼
上
越
交
通
事
故
相

談
所
（
上
越
総
合
庁
舎
）

　
移
動
相
談
は
、
松
代
町
総
合
セ

ン
タ
ー
で
四
月
か
ら
十
一
月
ま
で

毎
月
第
三
火
曜
に
開
設
さ
れ
ま
す
。

四
月
十
六
日
、
五
月
二
十
　
日
、

六
月
十
八
日
、
七
月
十
六
日
、
、
八

月
二
十
日
、
九
月
十
七
日
、
十
月

十
五
日
、
十
一
月
十
九
日
。

ど
ん
な
損
害
を
請
求
で
き
る
か

国
▼
積
極
損
害

　
救
助
捜
索
費
・
治
療
関
係
費
（
入

院
料
、
投
薬
料
、
看
護
料
な
ど
）

そ
の
他
の
費
用
．

▼
休
業
損
害

　
休
業
に
よ
っ
て
収
入
が
減
っ
た

場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

▼
慰
謝
料

　
ふ
つ
う
の
ケ
ガ
と
、
後
遺
障
害

の
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
被

害
者
の
近
親
者
の
慰
謝
料
は
、
本

人
死
亡
の
場
合
だ
け
に
限
ら
れ
ま

す
が
、
例
外
と
し
て
一
生
か
ら
だ

の
自
由
を
失
う
な
ど
（
死
に
も
等

し
い
）
重
大
な
後
遺
障
害
に
つ
い

て
は
、
近
親
者
の
慰
謝
料
を
認
め

た
判
例
が
あ
り
ま
す
。

▼
後
遺
障
害
に
よ
る
経
済
的
損
失

　
後
遺
障
害
に
よ
る
経
済
的
損
失

（
就
業
不
能
、
ま
た
は
転
職
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
収
入
減

な
ど
）
に
対
す
る
つ
ぐ
な
い
で
す
。

國
一
回
圏

▼
死
亡
す
る
ま
で
の
ケ
ガ
に
よ
る

損
害

　
救
助
捜
索
費
、
治
療
関
係
費
、

休
業
損
害
な
ど
。

▼
慰
謝
料

（
被
害
者
本
人
お
よ
び
遺
族
）

▼
葬
儀
費

▼
本
人
が
生
き
て
い
た
ら
得
ら
れ

　
た
は
ず
の
収
入

　
こ
れ
は
、
ふ
つ
う
次
の
よ
う
な

算
式
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

（
収
入
額
ー
生
活
費
）
×
（
就
労

可
能
年
数
に
対
応
す
る
新
ホ
フ
マ

ン
係
数
ま
た
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
係

数
）
ー
養
育
費
（
幼
児
や
学
生
に

つ
い
て
は
養
育
費
が
控
除
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

　
つ
ま
り
、
被
害
者
が
生
き
て
い

た
ら
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
収
入
額

を
算
出
し
、
そ
れ
を
一
時
に
も
ら

う
と
し
て
、
そ
の
間
の
利
息
分
（
年

利
五
分
で
計
算
）
を
差
し
引
く
も

の
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杜
団
法
人
・
日
本
損
害
保
険
協
会

交
通
事
故
の
　
　
新
潟
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
ご
相
談
は
　
　
費
〇
二
五
一
二
二
五
二
八
垂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
市
本
町
通
七
番
町
一
〇
八
二

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
興
亜
火
災
新
潟
支
店
ビ
ル
五
階
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「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が

四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
行
わ

れ
ま
す
。

　
あ
な
た
が
ど
ん
な
に
慎
重
に
運

転
し
て
い
て
も
、
他
人
の
事
故
に

巻
き
こ
ま
れ
る
可
能
性
は
、
つ
き

ま
と
っ
て
い
ま
す
。
　
「
ク
ル
マ
に

乗
っ
た
ら
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
」
　
「
バ

イ
ク
に
乗
っ
た
ら
ヘ
ル
メ
ッ
ト
」

を
合
言
葉
に
安
全
運
転
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　
今
年
の
重
点
目
標
は
、
次
の
三

つ
で
す
．

①
新
入
学
（
入
園
）
を
中
心
と
し

　
た
子
供
の
交
通
事
故
防
止
。

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
着
用
の
徹
底
．

③
二
輪
車
を
中
心
と
し
た
無
謀
運

　
転
の
追
放
．
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新潟県交通安全シンポルマーク

　
毎
日
ど
こ
か
で
悲
惨
な
交
通
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ
わ

らどう

れ
、
お
困
り
の
方
は
、
ま
ず
県
の

交
通
事
故
相
談
所
に
ご
杣
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
相
談
所
で
は
「
損
害
賠
償
請
求

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
　
「
損
害

　
交
通
事
故
に
あ
う
と
、
い
ろ
い

ろ
な
出
費
が
か
さ
む
の
は
確
か
で

す
が
、
そ
の
い
っ
さ
い
の
費
用
を

請
求
し
て
い
い
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
一

定
の
良
識
的
な
線
が
引
か
れ
ま
す
。

　
そ
の
基
準
は
、
治
療
そ
の
他
に

必
要
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
妥
当

な
性
質
・
金
額
の
も
の
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
、
な
ど
で
す
．
こ
れ
は

裁
判
で
は
、
相
当
厳
密
な
検
討
を

加
え
ら
れ
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
入
院
中
の
携
帯
テ

レ
ビ
購
入
費
、
見
舞
客
に
対
す
る

接
待
費
、
全
快
祝
い
の
費
用
、
お

見
舞
返
し
や
香
典
返
し
な
ど
は
、

ふ
つ
う
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ

賠
償
額
は
ど
の
よ
う
に
算
定
す
る

の
か
」
　
「
示
談
の
進
め
方
は
」
「
自

動
車
損
害
賠
償
保
険
金
の
請
求
は
」

「
治
療
と
労
災
保
険
・
社
会
保
険

の
利
用
は
」
な
ど
に
つ
い
て
、
専

門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
弁
護
士
に
よ

る
相
談
（
常
設
相
談
所
で
毎
週
土

曜
日
）
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
電
話

や
郵
便
仁
よ
る
相
談
に
も
応
じ
、

本
人
の
ほ
か
家
族
・
雇
主
、
知
人
、

ら
は
被
害
者
の
好
み
や
儀
礼
上
、

社
会
上
の
出
費
で
”
損
害
”
に
含

め
る
の
は
妥
当
で
な
い
と
さ
れ
る

か
ら
で
す
．

　
被
害
者
側
に
も
過
失
が
あ
る
と

　
そ
の
割
合
だ
け
減
額

　
大
切
な
点
で
す
が
、
被
害
者
側

に
も
加
失
が
あ
る
場
合
、
そ
の
割

合
だ
け
、
損
害
賠
償
額
が
差
し
引

か
れ
る
（
自
己
負
担
に
な
る
）
の

が
原
則
で
す
。
裁
判
で
は
厳
密
に

調
べ
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
被
害
者
保
護
に
重
点
を
置
い
て

い
る
自
倍
責
保
険
で
も
、
被
害
者

に
重
大
な
過
失
が
あ
る
場
合
に
は

減
額
し
て
お
り
ま
す
。

賠
償
請
求
は
だ
れ
が
す
る
か

▼
被
害
者

　
自
分
の
う
け
た
金
銭
的
損
害
の

賠
償
と
慰
謝
料
（
精
神
的
損
害
の

賠
償
）
と
を
請
求
で
き
ま
す
。

▼
相
続
人

　
被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
損

害
賠
償
請
求
権
は
、
次
の
順
序
で

相
続
さ
れ
、
相
続
人
が
請
求
し
ま

す
。
①
子
（
胎
児
を
含
む
）
孫
な

ど
、
直
系
卑
属
、
②
父
母
、
祖
父

母
な
ど
直
系
尊
属
、
③
兄
弟
姉
妹

ま
た
は
そ
の
子
。
な
お
、
配
偶
者

は
ど
の
場
合
に
も
相
続
人
に
な
り

ま
す
。

▼
父
母
・
子
・
配
偶
者

　
被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
父

母
、
子
、
配
偶
者
は
、
自
分
自
身

の
慰
謝
料
を
そ
れ
ぞ
れ
請
求
で
き

ま
す
。

▼
扶
養
さ
れ
て
い
た
親
族

　
扶
養
し
て
く
れ
る
人
を
失
っ
た

経
済
的
損
害
の
賠
償
を
請
求
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
相
続
に
よ
る
損

害
賠
償
請
求
と
ダ
ブ
っ
て
、
こ
れ

を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
県
内
で
は
「
春
の
火
災
予
防
運

動
」
が
四
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で

行
わ
れ
た
が
、
町
消
防
団
で
は
ひ

き
続
き
次
の
「
七
つ
の
火
の
用
心
」

を
呼
び
か
け
て
い
る

　
火
の
用
心
・
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
寝
た
ば
こ
や
タ
バ
コ
の
投
げ
捨

　
て
を
し
な
い
。

②
子
ど
も
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

で
遊
ば
せ
な
い
．

③
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を

　
し
な
い
。

④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ

　
の
場
を
離
れ
な
い
。

⑤
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

　
の
を
置
か
な
い
。

⑥
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い

　
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

な
ど
、
ど
な
た
が
相
談
に
み
え
て

も
結
構
で
す
。
相
談
内
容
に
つ
い

て
は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。

　
遠
隔
地
等
で
相
談
所
に
来
ら
れ

な
い
方
の
た
め
に
、
県
内
の
十
九

市
町
村
に
、
県
の
相
談
員
が
出
張

し
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
新
潟
県
生
活
環

境
部
交
通
安
全
対
策
課
（
奮
〇
二

五
二
（
二
三
）
五
五
二
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
．

　
常
設
相
談
所
1
1
▼
新
潟
交
通
事

殉
職
船
員
の

　
　
　
　
　
　
遺
児
に

援
護
金
を
支
給

　
職
務
上
で
死
亡
さ
れ
た
、
商
船

の
殉
職
船
員
遺
児
へ
援
護
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
．

　
中
学
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
期

間
、
一
人
一
カ
月
六
千
円
。
別
に

小
学
校
に
人
学
し
た
と
き
記
念
品

と
し
て
三
万
円
。
た
だ
し
、
生
活

困
窮
者
に
限
る
．

　
く
わ
し
く
は
、
　
（
財
）
日
本
殉

職
船
員
顕
彰
会
”
東
京
都
千
代
田

区
麹
町
四
ー
五
・
海
事
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
内
實
〇
三
－
二
三
四
I
O
六

六
二
へ
．

故
相
談
所
（
県
庁
第
一
分
館
）

▼
長
岡
交
通
事
故
相
談
所
（
長
岡

総
合
庁
舎
）
▼
上
越
交
通
事
故
相

談
所
（
上
越
総
合
庁
舎
）

　
移
動
相
談
は
、
松
代
町
総
合
セ

ン
タ
ー
で
四
月
か
ら
十
一
月
ま
で

毎
月
第
三
火
曜
に
開
設
さ
れ
ま
す
。

四
月
十
六
日
、
五
月
二
十
　
日
、

六
月
十
八
日
、
七
月
十
六
日
、
、
八

月
二
十
日
、
九
月
十
七
日
、
十
月

十
五
日
、
十
一
月
十
九
日
。

ど
ん
な
損
害
を
請
求
で
き
る
か

国
▼
積
極
損
害

　
救
助
捜
索
費
・
治
療
関
係
費
（
入

院
料
、
投
薬
料
、
看
護
料
な
ど
）

そ
の
他
の
費
用
．

▼
休
業
損
害

　
休
業
に
よ
っ
て
収
入
が
減
っ
た

場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

▼
慰
謝
料

　
ふ
つ
う
の
ケ
ガ
と
、
後
遺
障
害

の
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
被

害
者
の
近
親
者
の
慰
謝
料
は
、
本

人
死
亡
の
場
合
だ
け
に
限
ら
れ
ま

す
が
、
例
外
と
し
て
一
生
か
ら
だ

の
自
由
を
失
う
な
ど
（
死
に
も
等

し
い
）
重
大
な
後
遺
障
害
に
つ
い

て
は
、
近
親
者
の
慰
謝
料
を
認
め

た
判
例
が
あ
り
ま
す
。

▼
後
遺
障
害
に
よ
る
経
済
的
損
失

　
後
遺
障
害
に
よ
る
経
済
的
損
失

（
就
業
不
能
、
ま
た
は
転
職
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
収
入
減

な
ど
）
に
対
す
る
つ
ぐ
な
い
で
す
。

國
一
回
圏

▼
死
亡
す
る
ま
で
の
ケ
ガ
に
よ
る

損
害

　
救
助
捜
索
費
、
治
療
関
係
費
、

休
業
損
害
な
ど
。

▼
慰
謝
料

（
被
害
者
本
人
お
よ
び
遺
族
）

▼
葬
儀
費

▼
本
人
が
生
き
て
い
た
ら
得
ら
れ

　
た
は
ず
の
収
入

　
こ
れ
は
、
ふ
つ
う
次
の
よ
う
な

算
式
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

（
収
入
額
ー
生
活
費
）
×
（
就
労

可
能
年
数
に
対
応
す
る
新
ホ
フ
マ

ン
係
数
ま
た
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
係

数
）
ー
養
育
費
（
幼
児
や
学
生
に

つ
い
て
は
養
育
費
が
控
除
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

　
つ
ま
り
、
被
害
者
が
生
き
て
い

た
ら
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
収
入
額

を
算
出
し
、
そ
れ
を
一
時
に
も
ら

う
と
し
て
、
そ
の
間
の
利
息
分
（
年

利
五
分
で
計
算
）
を
差
し
引
く
も

の
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杜
団
法
人
・
日
本
損
害
保
険
協
会

交
通
事
故
の
　
　
新
潟
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
ご
相
談
は
　
　
費
〇
二
五
一
二
二
五
二
八
垂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
市
本
町
通
七
番
町
一
〇
八
二

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
興
亜
火
災
新
潟
支
店
ビ
ル
五
階



1
お
ー

まつのやま（10

狂
犬
病
予
防
注
射

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
月
18
日
～
1
9
日

　
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
ま
す
。

犬
を
飼
育
し
て
い
る
人
は
必
ず
受

け
て
く
だ
さ
い
．

　
四
月
＋
八
日

▽
中
立
山
集
落
セ
ン
タ
ー

　
午
前
十
時
～
十
時
十
五
分

▽
浦
田
克
雪
セ
ン
タ
ー

　
午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時

▽
黒
倉
・
倉
庫
前

　
午
前
十
一
時
十
分
～
十
一
時
二

＋
分

▽
小
谷
・
十
一
屋
前

　
午
前
一
時
～
一
時
十
五
分

▽
上
川
手
公
会
堂

　
午
前
一
時
三
十
分
～
一
時
四
十

　
五
分

▽
坪
野
・
福
石
屋
前

　
午
後
二
時
～
こ
時
十
五
分

▽
東
川
小
学
校
前

　
午
後
二
時
三
十
分
～
二
時
四
十

　
五
分

四
月
＋
，
九
日

▽
湯
山
営
林
署
前

　
午
前
十
時
～
十
時
二
十
分

▽
湯
本
駐
車
場

　
午
前
十
時
三
十
分
～
十
時
四
十

総含検診圖：決蜜る

6月24日～28日
ガン検診も受けよう

　
総
合
検
診
日
が
六
月
二
十
四
日

か
ら
二
十
八
日
の
五
日
間
に
決
ま

り
ま
し
た
。

　
四
十
歳
以
上
の
人
は
全
員
受
診

し
て
、
自
分
の
健
康
を
確
か
め
て

く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
、
循
環
慕
、
結
核
、
胃

ガ
ン
、
子
宮
ガ
ン
検
診
の
外
に
、

「
肺
ガ
ン
」
検
診
も
行
い
ま
す
。

　
胃
ガ
ン
、
肺
ガ
ン
、
子
宮
ガ
ン

検
診
は
希
望
者
の
み
、
子
宮
ガ
ン

検
診
は
三
十
歳
以
上
の
人
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
案
内
書
を
添

え
て
通
知
し
ま
す
。

　
五
分

▽
松
里
農
協
前

　
午
前
十
一
時
～
十
一
時
三
十
分

▽
松
之
山
役
場
前

　
午
後
｝
時
～
一
時
三
十
分

　
料
　
金

▽
一
頭
に
つ
き
　
四
、
七
〇
〇
円

（
登
録
料
二
、
｝
○
○
円
、
注
射

　
料
こ
、
六
〇
〇
円
）

　
注
意
事
項

▽
印
か
ん
、
愛
犬
手
帳
を
持
参
し

　
て
く
だ
さ
い
．

▽
犬
は
丈
夫
な
ク
サ
リ
で
つ
な
い

　
で
き
て
く
だ
さ
い
。

▽
死
亡
や
譲
渡
に
よ
り
、
犬
が
い

　
な
く
な
っ
た
人
は
、
役
場
の
衛

　
生
係
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

．
Y
．
Y
．
V
・
Y
γ
V
・
Y
Y
γ
γ
Y
Y
Y

　
献
血
に
ご
協
力
を

▽
四
月
＋
二
日

　
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

　
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

松
之
山
町
役
場

．
γ
．
Y
Y
Y
・
Y
γ
Y
γ
Y
Y
γ
Y
・
γ

職
工
賃
金

▽
基
準
賃
金
　
　
九
、
六
〇
〇
円

　
（
｝
日
八
時
間
労
働
）

▽
冬
期
間
賃
金
　
八
、
○
O
O
円

　
（
｝
日
七
時
間
労
働
、
十
二
月

　
一
月
、
二
月
）

郵便局

電
子
郵
便
・
ビ
ジ
ネ
ス
郵
便
開
発

小
包
は
1
0
㎏
ま
で
緩
和

　
郵
便
局
で
は
、
輸
送
シ
ス
テ
ム

の
改
善
や
小
包
の
重
量
制
限
緩
和
、

ゆ
う
パ
ッ
ク
の
発
売
、
電
子
郵
便
、

ビ
．
シ
ネ
ス
郵
便
の
開
発
な
ど
に
よ

り
サ
ー
ビ
ス
に
つ
と
め
て
い
る
。

　
小
包
は
こ
れ
ま
で
の
六
キ
ロ
か

ら
十
キ
ロ
ま
で
緩
和
さ
れ
、
ゆ
う

。

ハ
ッ
ク
（
小
包
用
の
ダ
ン
ボ
ー
ル

箱
）
を
三
種
類
発
売
し
て
い
る
、

大
が
百
五
十
円
、
中
が
百
十
円
、

小
が
八
十
円
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

小
包
に
つ
け
て
い
た
荷
札
は
不
用

と
な
っ
た
。

　
電
子
郵
便

　
電
子
郵
便
は
、
郵
便
の
｝
、
選
達
の

｝
部
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
し

た
新
し
い
郵
便
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
手
書
き
の
お
祝
の
言
葉
や
イ
ラ

ス
ト
を
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
届

け
る
こ
と
が
で
き
、
結
婚
祝
な
ど

に
利
用
さ
れ
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
料
金
は
『
枚
五
百
円
（
二
枚
目

か
ら
は
一
枚
に
つ
き
三
百
円
加
算
）

で
当
日
ま
た
は
翌
日
中
に
届
け
ら

れ
る
．

　
慶
祝
、
弔
慰
の
場
合
は
特
別
に

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
専
用
の
封
筒
に

入
れ
て
届
け
る
。
な
お
差
し
出
し

の
翌
日
か
ら
十
日
以
内
の
場
合
は

配
達
日
を
指
定
で
き
る
。

　
用
紙
は
B
4
判
ま
で
の
大
き
さ

ま
で
自
由
で
す
が
、
専
用
の
電
子

郵
便
用
紙
が
郵
便
局
に
用
意
し
て

あ
る
の
で
㌔
、
』
利
用
く
だ
さ
い
。

（速達）

電子郵便のしくみ
～　　　　　　　　　　　　　　　（ファクシミリ）

鰯陶購
　
　
舶

国
愈

一
マ
，
、
・
・⇒

驚信局

－
〒
　
、

鵬
ゆ

発信局

商
業
統
計
調
査

　
　
　
五
月
一
日
現
在
で
実
施

　
通
商
産
業
省
で
は
、
昭
和
六
十

年
五
月
一
日
現
在
で
商
業
統
計
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
”
商
業
の
国
勢
調

査
”
と
も
い
わ
れ
る
も
の
で
、
わ

が
国
の
商
店
の
分
布
状
況
や
販
売

活
動
実
態
お
よ
び
商
品
の
全
国
的

な
流
通
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
全
国
の
卸
売
業
、
小
売

業
を
営
ん
で
い
る
す
べ
て
の
商
店

を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府

県
・
市
町
村
に
お
け
る
商
業
の
育

成
、
流
通
機
構
の
近
代
化
な
ど
の

施
策
を
進
め
る
う
え
で
重
要
な
基

礎
資
料
と
し
て
多
く
の
分
野
で
利

用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
各
商
店
が

経
営
指
針
を
作
る
際
に
も
広
く
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
は
、
県
知
事
か
ら
任
命
さ

れ
た
商
業
統
計
調
査
員
が
、
商
店

を
直
接
訪
問
し
、
調
査
票
に
記
入

し
て
い
た
だ
い
て
回
収
す
る
と
い

う
方
法
で
行
い
ま
す
。

　
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統
計

法
に
よ
り
厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ

ま
す
の
で
正
確
な
申
告
に
㌔
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

農
業
労
働
賃
金

一
般
・
田
植
作
業
は
二
〇
〇
円
ア
ッ
プ

▽
一
般
作
業

　
男
　
女
▽
田
植
作
業

　
男
　
女
▽
稲
刈
作
業

　
男
　
女

五
、
五
’
、

五
、

・
五
、

五
、

五
、

五
〇
〇
円

O
O
O
阿

よ
ハ
O
O
円

山
パ
O
O
円

⊥
ハ
O
O
円

四
〇
〇
円

▽
除
雪
作
業
（
災
害
救
助
法
適
用

の
時
）

　
男
　
　
　
　
　
六
、
｝
○
○
円

　
女
五
、
六
〇
〇
円

▽
耕
運
機
（
一
日
）

　
　
　
　
　
一
万
八
、
O
O
O
円

▽
田
植
機
（
｝
箱
）
　
四
二
〇
円

▽
、
バ
イ
ン
ダ
ー
（
一
時
間
）

　
　
　
　
　
　
一
一
、
九
〇
〇
円

　
ト
ラ
ク
タ
ー
（
十
ア
ー
ル
当
り
）

▽
田
耕
う
ん

o
整
備
田

○
未
整
備
田

▽
代
か
き

o
整
備
田

○
未
整
備
田

四
、
一
〇
〇
円

四
、
四
〇
〇
円

四四

ノヤ　　

○○
○○
円円

▽
耕
う
ん
代
か
き

○
整
備
田
　
　
よ
パ
、

○
未
整
備
田
　
　
六
、

｝
O
O
円

七
〇
〇
円

労
働
保
険
料
の

申
告
・
納
付
は

　
　
　
　
　
お
早
め
に

　
昭
和
六
十
年
度
の
労
働
保
険
料

の
申
告
と
納
付
の
受
付
け
が
、
四

月
一
日
か
ら
五
月
十
五
日
ま
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
．

　
事
業
・
．
王
の
方
は
、
お
早
目
に
保

険
料
申
告
書
に
保
険
料
を
添
え
て

銀
行
か
郵
便
局
又
は
労
働
基
準
監

督
署
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
新
潟
労
働
基
準

局
、
新
潟
県
雇
用
保
険
課
、
、
又
は

労
働
基
準
監
督
署
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
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募

訂
正

　
三
月
号
四
ぺ
ー
ジ
で
、
一
月
十

八
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
、
県

の
災
害
救
助
条
例
が
適
用
と
な
っ

て
い
た
が
、
三
月
十
五
日
を
二
月

十
五
日
に
訂
正
。

　
十
ぺ
i
、
シ
の
ス
キ
i
大
会
成
績

で
、
リ
レ
ー
「
少
年
組
」
　
［
位
が

松
代
中
A
と
な
っ
て
い
た
が
、
松

之
山
中
A
の
誤
り
で
し
た
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す



1
お
ー

まつのやま（10

狂
犬
病
予
防
注
射

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
月
18
日
～
1
9
日

　
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
ま
す
。

犬
を
飼
育
し
て
い
る
人
は
必
ず
受

け
て
く
だ
さ
い
．

　
四
月
＋
八
日

▽
中
立
山
集
落
セ
ン
タ
ー

　
午
前
十
時
～
十
時
十
五
分

▽
浦
田
克
雪
セ
ン
タ
ー

　
午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時

▽
黒
倉
・
倉
庫
前

　
午
前
十
一
時
十
分
～
十
一
時
二

＋
分

▽
小
谷
・
十
一
屋
前

　
午
前
一
時
～
一
時
十
五
分

▽
上
川
手
公
会
堂

　
午
前
一
時
三
十
分
～
一
時
四
十

　
五
分

▽
坪
野
・
福
石
屋
前

　
午
後
二
時
～
こ
時
十
五
分

▽
東
川
小
学
校
前

　
午
後
二
時
三
十
分
～
二
時
四
十

　
五
分

四
月
＋
，
九
日

▽
湯
山
営
林
署
前

　
午
前
十
時
～
十
時
二
十
分

▽
湯
本
駐
車
場

　
午
前
十
時
三
十
分
～
十
時
四
十

総含検診圖：決蜜る

6月24日～28日
ガン検診も受けよう

　
総
合
検
診
日
が
六
月
二
十
四
日

か
ら
二
十
八
日
の
五
日
間
に
決
ま

り
ま
し
た
。

　
四
十
歳
以
上
の
人
は
全
員
受
診

し
て
、
自
分
の
健
康
を
確
か
め
て

く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
、
循
環
慕
、
結
核
、
胃

ガ
ン
、
子
宮
ガ
ン
検
診
の
外
に
、

「
肺
ガ
ン
」
検
診
も
行
い
ま
す
。

　
胃
ガ
ン
、
肺
ガ
ン
、
子
宮
ガ
ン

検
診
は
希
望
者
の
み
、
子
宮
ガ
ン

検
診
は
三
十
歳
以
上
の
人
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
案
内
書
を
添

え
て
通
知
し
ま
す
。

　
五
分

▽
松
里
農
協
前

　
午
前
十
一
時
～
十
一
時
三
十
分

▽
松
之
山
役
場
前

　
午
後
｝
時
～
一
時
三
十
分

　
料
　
金

▽
一
頭
に
つ
き
　
四
、
七
〇
〇
円

（
登
録
料
二
、
｝
○
○
円
、
注
射

　
料
こ
、
六
〇
〇
円
）

　
注
意
事
項

▽
印
か
ん
、
愛
犬
手
帳
を
持
参
し

　
て
く
だ
さ
い
．

▽
犬
は
丈
夫
な
ク
サ
リ
で
つ
な
い

　
で
き
て
く
だ
さ
い
。

▽
死
亡
や
譲
渡
に
よ
り
、
犬
が
い

　
な
く
な
っ
た
人
は
、
役
場
の
衛

　
生
係
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

．
Y
．
Y
．
V
・
Y
γ
V
・
Y
Y
γ
γ
Y
Y
Y

　
献
血
に
ご
協
力
を

▽
四
月
＋
二
日

　
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

　
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

松
之
山
町
役
場

．
γ
．
Y
Y
Y
・
Y
γ
Y
γ
Y
Y
γ
Y
・
γ

職
工
賃
金

▽
基
準
賃
金
　
　
九
、
六
〇
〇
円

　
（
｝
日
八
時
間
労
働
）

▽
冬
期
間
賃
金
　
八
、
○
O
O
円

　
（
｝
日
七
時
間
労
働
、
十
二
月

　
一
月
、
二
月
）

郵便局

電
子
郵
便
・
ビ
ジ
ネ
ス
郵
便
開
発

小
包
は
1
0
㎏
ま
で
緩
和

　
郵
便
局
で
は
、
輸
送
シ
ス
テ
ム

の
改
善
や
小
包
の
重
量
制
限
緩
和
、

ゆ
う
パ
ッ
ク
の
発
売
、
電
子
郵
便
、

ビ
．
シ
ネ
ス
郵
便
の
開
発
な
ど
に
よ

り
サ
ー
ビ
ス
に
つ
と
め
て
い
る
。

　
小
包
は
こ
れ
ま
で
の
六
キ
ロ
か

ら
十
キ
ロ
ま
で
緩
和
さ
れ
、
ゆ
う

。

ハ
ッ
ク
（
小
包
用
の
ダ
ン
ボ
ー
ル

箱
）
を
三
種
類
発
売
し
て
い
る
、

大
が
百
五
十
円
、
中
が
百
十
円
、

小
が
八
十
円
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

小
包
に
つ
け
て
い
た
荷
札
は
不
用

と
な
っ
た
。

　
電
子
郵
便

　
電
子
郵
便
は
、
郵
便
の
｝
、
選
達
の

｝
部
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
し

た
新
し
い
郵
便
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
手
書
き
の
お
祝
の
言
葉
や
イ
ラ

ス
ト
を
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
届

け
る
こ
と
が
で
き
、
結
婚
祝
な
ど

に
利
用
さ
れ
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
料
金
は
『
枚
五
百
円
（
二
枚
目

か
ら
は
一
枚
に
つ
き
三
百
円
加
算
）

で
当
日
ま
た
は
翌
日
中
に
届
け
ら

れ
る
．

　
慶
祝
、
弔
慰
の
場
合
は
特
別
に

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
専
用
の
封
筒
に

入
れ
て
届
け
る
。
な
お
差
し
出
し

の
翌
日
か
ら
十
日
以
内
の
場
合
は

配
達
日
を
指
定
で
き
る
。

　
用
紙
は
B
4
判
ま
で
の
大
き
さ

ま
で
自
由
で
す
が
、
専
用
の
電
子

郵
便
用
紙
が
郵
便
局
に
用
意
し
て

あ
る
の
で
㌔
、
』
利
用
く
だ
さ
い
。

（速達）

電子郵便のしくみ
～　　　　　　　　　　　　　　　（ファクシミリ）

鰯陶購
　
　
舶

国
愈

一
マ
，
、
・
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驚信局
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、

鵬
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発信局

商
業
統
計
調
査

　
　
　
五
月
一
日
現
在
で
実
施

　
通
商
産
業
省
で
は
、
昭
和
六
十

年
五
月
一
日
現
在
で
商
業
統
計
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
”
商
業
の
国
勢
調

査
”
と
も
い
わ
れ
る
も
の
で
、
わ

が
国
の
商
店
の
分
布
状
況
や
販
売

活
動
実
態
お
よ
び
商
品
の
全
国
的

な
流
通
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
全
国
の
卸
売
業
、
小
売

業
を
営
ん
で
い
る
す
べ
て
の
商
店

を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府

県
・
市
町
村
に
お
け
る
商
業
の
育

成
、
流
通
機
構
の
近
代
化
な
ど
の

施
策
を
進
め
る
う
え
で
重
要
な
基

礎
資
料
と
し
て
多
く
の
分
野
で
利

用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
各
商
店
が

経
営
指
針
を
作
る
際
に
も
広
く
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
は
、
県
知
事
か
ら
任
命
さ

れ
た
商
業
統
計
調
査
員
が
、
商
店

を
直
接
訪
問
し
、
調
査
票
に
記
入

し
て
い
た
だ
い
て
回
収
す
る
と
い

う
方
法
で
行
い
ま
す
。

　
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統
計

法
に
よ
り
厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ

ま
す
の
で
正
確
な
申
告
に
㌔
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

農
業
労
働
賃
金

一
般
・
田
植
作
業
は
二
〇
〇
円
ア
ッ
プ

▽
一
般
作
業

　
男
　
女
▽
田
植
作
業

　
男
　
女
▽
稲
刈
作
業

　
男
　
女

五
、
五
’
、

五
、

・
五
、

五
、

五
、

五
〇
〇
円

O
O
O
阿

よ
ハ
O
O
円

山
パ
O
O
円

⊥
ハ
O
O
円

四
〇
〇
円

▽
除
雪
作
業
（
災
害
救
助
法
適
用

の
時
）

　
男
　
　
　
　
　
六
、
｝
○
○
円

　
女
五
、
六
〇
〇
円

▽
耕
運
機
（
一
日
）

　
　
　
　
　
一
万
八
、
O
O
O
円

▽
田
植
機
（
｝
箱
）
　
四
二
〇
円

▽
、
バ
イ
ン
ダ
ー
（
一
時
間
）

　
　
　
　
　
　
一
一
、
九
〇
〇
円

　
ト
ラ
ク
タ
ー
（
十
ア
ー
ル
当
り
）

▽
田
耕
う
ん

o
整
備
田

○
未
整
備
田

▽
代
か
き

o
整
備
田

○
未
整
備
田

四
、
一
〇
〇
円

四
、
四
〇
〇
円

四四

ノヤ　　

○○
○○
円円

▽
耕
う
ん
代
か
き

○
整
備
田
　
　
よ
パ
、

○
未
整
備
田
　
　
六
、

｝
O
O
円

七
〇
〇
円

労
働
保
険
料
の

申
告
・
納
付
は

　
　
　
　
　
お
早
め
に

　
昭
和
六
十
年
度
の
労
働
保
険
料

の
申
告
と
納
付
の
受
付
け
が
、
四

月
一
日
か
ら
五
月
十
五
日
ま
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
．

　
事
業
・
．
王
の
方
は
、
お
早
目
に
保

険
料
申
告
書
に
保
険
料
を
添
え
て

銀
行
か
郵
便
局
又
は
労
働
基
準
監

督
署
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
新
潟
労
働
基
準

局
、
新
潟
県
雇
用
保
険
課
、
、
又
は

労
働
基
準
監
督
署
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
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な
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な
U
．
募

訂
正

　
三
月
号
四
ぺ
ー
ジ
で
、
一
月
十

八
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
、
県

の
災
害
救
助
条
例
が
適
用
と
な
っ

て
い
た
が
、
三
月
十
五
日
を
二
月

十
五
日
に
訂
正
。

　
十
ぺ
i
、
シ
の
ス
キ
i
大
会
成
績

で
、
リ
レ
ー
「
少
年
組
」
　
［
位
が

松
代
中
A
と
な
っ
て
い
た
が
、
松

之
山
中
A
の
誤
り
で
し
た
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す



1
8
ー

まつのやま（16）

κイクのヘルメット

色の塗り替えは

　　やめましょう！ノ

　
バ
イ
ク
フ
ァ
ン
の
あ
い
だ
で
は
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
好
み
の
色
に
塗
り

か
え
る
こ
と
が
流
行
し
て
い
ま
す

が
、
有
機
溶
剤
を
含
む
塗
料
は
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
材
料
を
お
か
し
、
も

ろ
く
な
り
落
車
の
シ
ョ
ッ
ク
で
破

壊
さ
れ
た
い
へ
ん
危
険
な
こ
と
で

す
。
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　
バ
イ
ク
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
「
特

定
製
品
」
で
す
。
こ
れ
は
国
が
き

め
た
安
全
基
準
を
守
っ
て
製
造
さ

れ
た
も
の
で
な
い
限
り
、
販
売
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て

こ
の
特
定
製
品
に
は
必
ず
「
S
」

マ
ー
ク
が
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

，

O

色の塗り替えは強度を

弱くするのでやめましょう！

コード配線は事故のもとノ

　』ノ

コr一ドを柱や壁に固定すると、漏電や火災の
もとになり危険です。電気工事店にたのんで

正しい配線にしましよう。

（財）東北電気保安協会

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、
交
通
事
故
が

起
き
た
と
き
、
オ
ー
ト
バ
イ
搭
乗

者
が
で
き
る
だ
け
ケ
ガ
を
し
な
い

よ
う
に
　
あ
る
い
は
な
る
べ
く
軽

い
ケ
ガ
で
す
む
よ
う
に
、
頭
部
を

保
護
す
る
た
め
に
か
ぶ
る
も
の
で

す
。　
す
な
わ
ち
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
よ

る
安
全
の
確
保
は
、
衝
撃
吸
収
性

が
そ
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
が
、
ス
ピ

ー
ド
の
出
し
す
ぎ
で
転
倒
し
た
場

合
、
あ
ご
ひ
も
を
正
し
く
締
め
て

い
な
い
、
あ
る
い
は
転
到
し
た
状

況
等
に
よ
っ
て
は
、
頭
部
に
苛
酷

な
衝
撃
を
与
え
る
こ
と
が
多
く
、

頭
部
を
完
全
に
保
護
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
．

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
は
取
扱
説
明
書

が
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

に
は
必
ず
「
ベ
ン
ジ
ン
・
シ
ン
ナ

i
・
ガ
ソ
リ
ン
・
ス
プ
レ
ー
塗
装

等
の
有
機
溶
剤
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
材
料
を
お
か
し
、
性
能
が
低
下

す
る
の
で
使
用
し
な
い
」
旨
の
説

明
が
あ
り
ま
す
．

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
性
能
は
、
生
命

に
か
か
わ
る
こ
と
で
す
か
ら
、
必

ず
正
し
く
取
扱
う
こ
と
が
た
い
せ

つ
で
す
。
手
入
の
方
法
は
、
中
性

洗
酎
を
う
す
め
た
液
で
拭
き
、
水

で
丸
洗
い
す
る
こ
と
も
さ
け
て
く

だ
さ
い
．

　
ま
た
、
正
し
く
か
ぶ
ら
な
い
と

頭
部
の
保
護
に
な
り
ま
せ
ん
。
取

扱
い
説
明
書
に
従
っ
て
、
き
ち
ん

と
か
ぶ
る
習
慣
を
身
に
つ
け
て
く

だ
さ
い
。
　
　
（
製
品
安
全
協
会
）

こ
よ
み

口
3
月
の
で
き
ご
と

－
日158764日日日日日

25　24　22　19
日　日　日　日

2726
日　日

3029
日　日

　
農
業
沃
女
口
貝
ム
云

社
会
福
祉
協
議
会

特
産
物
開
発
打
合
せ
会

乾
用
化
試
験
報
告
会

母
子
福
祉
会

定
例
議
会
（
1
3
日
ま
で
）

保
護
司
会

中
学
卒
業
式

農
業
団
体
連
絡
会
議

松
之
山
保
育
所
後
援
会

ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

健
康
づ
く
り
協
議
会

共
済
評
価
会

小
学
校
卒
業
式

農
業
委
員
会

共
済
嘱
託
員
会

民
生
委
員
協
議
会

消
防
団
幹
部
会
議

臨
時
議
会

総
合
計
画
審
議
会

一
4
月
の
予
定

6
匿

19　17　12　10
日　日　日　日

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

（
1
5
日
ま
で
）

身
障
者
役
員
会

献
血
（
役
場
）

春
の
防
犯
運
動
（
2
6
日
ま
で
）

歯
科
検
診
（
休
養
村
セ
ン

タ
i
）


